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ふるさとの　水のように　清らかな　心を胸に　歩みつづける
【特選】東川町開拓120年記念標語
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今までも、これからも、いつまでも、平和で幸せな町、東川町。
【入選】東川町開拓120年記念標語　野村 珠里（東川中３年）

盛夏のにぎわい～祭りだ 写真だ！ どんとこい
ルーイエナとの友好再び
夏走る～ 旭岳の山麓で快汗レース
○第８回大雪山忠別湖トライアスロンｉｎひがしかわ

まち・タウン
○地中熱ヒートポンプの可能性を探る講習会
○キトウシ森林公園でミニバイアスロン大会
○キトウシ森林公園でスポーツ合宿　　ほか

今、生き生きと
○No.79　長水郡庁交換研修員　馬　貞淑（マ・ジョンスク）さん

町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○「感動、感謝、感激」ありがとう
◇貸し出し図書・ビデオ紹介

大雪山の素顔
○Nature Column
　大雪山の大（おおい）さ　東川自然保護官事務所自然保護官　岸田春香さん
○本で知る ふるさとの山
　大雪山に積もった雪の目方を測る　町史編集専門員　西原義弘

A Word From Another World
○No.36　インタビュー
　新ALT　テイラー・バネットさん、ヘイリー・ストゥツさん

人生を拓（ひら）く
○第4回　35区　原谷 茂さん、はつよさん
◇俳句

くらし・ネットワーク
○町議会第３回定例会の開会
○新東川小学校と地域交流センターの落成記念餅まき
○高齢者の肺炎球菌予防ワクチン無料接種始まる
○選挙管理委員会委員の変更
○東川中学校吹奏楽部が全道吹奏楽コンクールに出場
○キトウシ高原ホテル営業期間を１年間延長　　ほか

子育てチャンネル
○森あそびのコツ ～その子に響くマジックワード探し
　NPO法人ねおす「大雪山自然学校」　荒井一洋さん

ミニ家庭医学講座
○第14回　アレルギーの意外な危険と対処法
　町立診療所副所長　古川倫也さん

インフォメーション
○9月の行事　　ほか

穫れたぞー！
（昨年９月、青木農場で）
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写
真
甲
子
園
、
優
勝
は
愛
知
県

立
津
島
東
高
校

　

写
真
甲
子
園
実
行
委
員
会
主

催
の
第
21
回
全
国
高
校
写
真
選

手
権
大
会
「
写
真
甲
子
園
２
０

１
４
」
は
、
８
月
５
日
か
ら
８

日
ま
で
４
日
間
、
東
川
、
美
瑛
、

上
富
良
野
、
東
神
楽
、
旭
川
の

５
市
町
を
撮
影
地
に

し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

予
選
応
募
校
は
、

昨
年
に
次
ぐ
５
２
１

校
と
い
う
多
さ
。
そ

の
中
か
ら
選
ば
れ
た

代
表
18
校
の
高
校
写

真
部
の
選
手
が
、
３

回
の
審
査
を
通
し
て

こ
の
夏
を
切
り
撮
り

ま
し
た
。

　

今
大
会
か
ら
初
め

て
海
外
の
高
校
生
が

出
場
。
タ
イ
・
レ
ジ

ナ
高
校
と
台
湾
混
成

チ
ー
ム
（
台
南
市
立

永
仁
高
級
中
学
、
台
北
市
私
立

協
和
工
商
職
業
学
校
、
高
雄
市

私
立
復
華
高
級
中
学
）
の
２

チ
ー
ム
が
オ
ー
プ
ン
参
加
し
て

同
じ
テ
ー
マ
、
同
じ
日
程
で
作

品
作
り
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
「
何
で
み
ん
な
泣
く

の
か
分
か
ら
な
い
」
と
不
思
議

が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
閉
会
式

後
に
は
み
ん
な
と
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
交
換
し
た
り
、
お
互
い

の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
サ
イ
ン
し
合
っ

た
り
。
み
ん
な
で
泣
き
あ
っ
て

お
互
い
に
別
れ
を
惜
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

３
日
間
続
い
た
雨
天
と
い
う

悪
天
候
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を

は
ね
の
け
て
優
勝
し
た
の
は
、

愛
知
県
立
津
島
東
高
校
。

　

主
将
の
河
野
充
希
さ
ん
（
３

年
）
は
「
最
高
！
と
し
か
言
え

な
い
。
自
分
た
ち
の
自
信
の
あ

る
写
真
、
自
分
の
得
意
な
モ
ノ

ク
ロ
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
の
写
真
が

結
果
に
つ
な
が
っ
た
。
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
の
つ
た
え
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う
」
。

　

東
神
楽
町
の
田
ん
ぼ
の
写
真

が
効
果
的
だ
っ
た
松
井
遥
奈
さ

ん
（
２
年
）
は
「
ザ
・
自
然
と

い
う
感
じ
で
結
構
き
れ
い
に
撮

れ
た
」
。

　

藤
原
恒
平
さ
ん
（
２
年
）
は

「
優
秀
賞
ぐ
ら
い
は
あ
る
か
な
、

と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
ま
さ

か
…
。
手
が
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
ふ

る
え
て
る
。
う
れ
し
く
て
こ
ん

な
に
泣
く
な
ん
て
、
人
生
初
め

て
！
」
と
感
極
ま
っ
て
い
ま
し

た
。

　

今
年
の
町
民
特
別
賞
は
、
埼

玉
県
立
芸
術
総
合
高
等
学
校
、

沖
縄
県
立
真
和
志
高
等
学
校
、

道
立
江
別
高
等
学
校
の
３
校
、

今
年
か
ら
で
き
た
選
手
が
選
ぶ

特
別
賞
は
大
阪
市
立
工
芸
高
等

学
校
、
キ
ヤ
ノ
ン
ス
ピ
リ
ッ
ト

　

８
月
、
町
内
は
写
真
の
祭
典
「
第
21
回
写
真
甲
子
園
」
「
第
30
回
東
川
町
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

「
ど
ん
と
こ
い
祭
り
」
が
こ
の
夏
一
番
の
に
ぎ
わ
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

優
勝
し
た
津
島
東
高
校
（
キ
ャ
プ
テ
ン
の
河
野
充
希

（
み
つ
き
）
さ
ん
（
３
年
）
＝
中
央
＝
、
藤
原
恒
平

さ
ん
（
２
年
）
＝
左
＝
、
松
井
遥
奈
さ
ん
（
２
年
）
）

東川賞受賞作家作品展開幕テープカット（10日、文
化ギャラリー玄関）
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受
賞
者

エ
レ
ー
ナ
・
ト
ゥ
タ
ッ
チ
コ
ワ

藤
倉
　
翼

辻
田
　
美
穂
子

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

受
賞
者

該
当
な
し

猪
瀬
　
浩
行

寺
東
　
榮
爾

（
敬
称
略
）

10
日
、
羽
衣
公
園
入
り
口
付
近

受
賞
者

写真
の町
・ひ
がし
かわ
写真
少年
団

南
　
阿
沙
美

丸
山
　
貴
江

佐
藤
　
明
日
香

賞

グ
ラ
ン
プ
リ

準
グ
ラ
ン
プ
リ

賞

グ
ラ
ン
プ
リ

準
グ
ラ
ン
プ
リ

所
属

高
橋
ひ
ろ
み
代
表

フ
リ
ー
ラ
ン
ス

所
属

農
業

地
方
公
務
員

東
川
ス
ト
リ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
20
14
受
賞
者

（
敬
称
略
）

第
30
回
東
川
町
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
各
賞
受
賞
者

赤
レ
ン
ガ
公
開
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

所
在
地

東
川
町

東
京
都

所
在
地

武
蔵
野
市

札
幌
市

同

賞

グ
ラ
ン
プ
リ

準
グ
ラ
ン
プ
リ

パ
リ
デ
ビ
ュ
ー・
チ
ャ
レ
ン
ジ（
新
）

所
在
地

栃
木
市

大
阪
府
茨
木
市

街 撮 り 撮 影 会 （ 10 日 、 小 西 健 二 音 楽 堂 前 ）

第
21
回
写
真
甲
子
園【
優
勝
】愛
知
県
立
津
島
東
高
等
学
校
フ
ァ
イ
ナ
ル
作
品

「
人
情
」（白

黒
、８
枚
組
み
）

【
準
優
勝
】埼
玉
栄
高
等
学
校
フ
ァ
イ
ナ
ル
作
品

「
無
条
件
幸
福
」（カ

ラ
ー
、８
枚
組
み
）か
ら
抜
粋

賞 は 大 阪 府 立 成 城 高 等 学 校 が そ

れ ぞ れ 受 賞 し ま し た 。

　 東 川 町 は 、 長 年 に わ た っ て 町

の 文 化 活 動 推 進 に 貢 献 が あ っ た

と し て キ ヤ ノ ン 株 式 会 社 （ 東 京 、

御 手 洗 冨 士 夫 代 表 取 締 役 会 長 兼

社 長 Ｃ Ｅ Ｏ ） 、 キ ヤ ノ ン マ ー ケ

テ ィ ン グ ジ ャ パ ン 株 式 会 社 （ 同 、

村 瀬 治 男 代 表 取 締 役 会 長 ） 、 写

真 家 の 立 木 義 浩 氏 （ 77 ） の ２ 団

体 １ 個 人 を 町 特 別 功 労 表 彰 し ま

し た 。

東 川 町 フ ォ ト ・ フ ェ ス タ

　 後 半 ９ 日 、 10 日 の 両 日 は 、 第

30 回 東 川 町 国 際 写 真 フ ェ ス テ ィ

バ ル 「 東 川 町 フ ォ ト ・ フ ェ ス タ

２ ０ １ ４ 」 と 「 ど ん と こ い 祭 り 」

が 夏 を 盛 り 上 げ ま し た 。

　 メ ー ン 行 事 の 写 真 の 町 東 川 賞

は 、 海 外 作 家 賞 の ヨ ル マ ・ プ

ラ ー ネ ン 氏 、 国 内 作 家 賞 の 野 口

里 佳 氏 、 新 人 作 家 賞 の 石 塚 元 太

良 氏 、 特 別 作 家 賞 の 酒 井 広 司 氏 、

飛 彈 野 数 右 衛 門 賞 の 野 部 博 子 氏

（ 故 増 山 た づ 子 氏 代 理 ） が そ れ

ぞ れ 授 賞 式 に 出 席 。 文 化 ギ ャ ラ

リ ー で は 同 時 に 受 賞 作 家 作 品 展

も 開 幕 し 、 松 岡 市 郎 町 長 ら と と

も に テ ー プ カ ッ ト を 行 い ま し た 。

　 新 進 の 若 手 写 真 家 を 対 象 に 行

っ て い る 赤 レ ン ガ 公 開 ポ ー ト

フ ォ リ オ は 、 エ レ ー ナ ・

ト ゥ タ ッ チ コ ワ さ ん （ 29 ）

＝ モ ス ク ワ 出 身 、 東 京 藝 術

大 学 大 学 院 修 士 課 程 ＝ が グ

ラ ン プ リ 受 賞 。 東 川 米 20 ㌔

㌘ と 、 「 Ａ ｒ ｔ 　 Ｇ ａ ｌ ｌ

ｅ ｒ ｙ 　 Ｍ 8 4 」 （ 東 京 ）

で の 個 展 開 催 と 図 録 ・ Ｄ Ｍ

制 作 権 を 受 け ま し た 。

　 準 グ ラ ン プ リ の 藤 倉 翼 さ

ん （ 36 ） 、 辻 田 美 穂 子 さ ん

（ 25 ） の 2 人 は 、 そ れ ぞ れ

東 川 米 10 ㌔ ㌘ と Ａ Ｍ Ｓ 写 真

館 ギ ャ ラ リ ー （ 京 都 ） で の

個 展 開 催 と Ｄ Ｍ 制 作 権 を 受

賞 し ま し た 。

　 今 年 新 た に 設 け た パ リ デ

ビ ュ ー ・ チ ャ レ ン ジ は 、 グ ラ ン

プ リ 該 当 者 が な く 、 準 グ ラ ン プ

リ 受 賞 の ２ 人 に 対 し て 、 取 り 扱

い を 検 討 す る こ と に し て い ま す 。

◇

　 ど ん と こ い 祭 り は 、 夏 の 風 物

詩 ・ 前 夜 祭 の 大 花 火 大 会 に 近 年

に な い 人 出 が 操 り 出 し 大 混 雑 。

見 事 な 夏 の 夜 の 饗 宴 に 歓 声 が 沸

き ま し た 。 期 間 中 好 天 が 続 い て

人 並 み は 夜 ま で 途 切 れ ず 、 メ ー

ン 会 場 の １ 丁 目 道 路 と 羽 衣 公 園

は 祭 り 気 分 を 楽 し む 家 族 連 れ で

遅 く ま で に ぎ わ い ま し た 。
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写真甲子園２０１4最終結果 写真甲子園実行委員会

高校名

愛知県立津島東高等学校

埼玉栄高等学校

沖縄県立浦添工業高等学校

香川県立坂出高等学校

石巻市立女子高等学校

埼玉県立芸術総合高等学校

江別高等学校

名寄産業高等学校

宮城県泉館山高等学校

群馬県立藤岡北高等学校

埼玉県立浦和第一女子高等学校

中越高等学校

静岡県立伊東高等学校

大阪府立成城高等学校

帝塚山学院高等学校

大阪市立工芸高等学校

山口県立新南陽高等学校

沖縄県立真和志高等学校

ブロック

中部・東海

関東

九州・沖縄

四国

東北

関東

北海道

〃

東北

関東

〃

中部・東海

〃

近畿

〃

〃

中国

九州・沖縄

各　賞

東川町長賞

美瑛町長賞

上富良野町長賞

東神楽町長賞・町民が選ぶ特別賞ファースト

旭川市長賞・町民が選ぶ特別賞ファイナル

キヤノンスピリット賞

選手が選ぶ特別賞

町民が選ぶ特別賞セカンド

優　勝

準優勝

優秀賞

敢闘賞

▲「一緒に写真を撮ってください」。立木義浩審査委
　員長と一緒に（打ち上げパーティーで津島東高校
　の松井遥奈さん＝右＝、後方は埼玉栄高校の中丸
　ひなこさん）

▲長い坂道を歩く、歩く…＝2日目、上富良野町江幌
　地区

▲「めっちゃ頑張る！」。雨の中ずぶぬれになって（最終日東川中
　学校で、大阪市立工芸高校、松浦碧希さん（２年）＝左＝、山
　中菜々実さん（３年））

▲「ハウルの動く城に出てくる案山子みたいでかわいい！」（沖
　縄県立真和志高校、池原亜季乃さん、２日目、上富良野町里
　仁会館付近）

▲「カメラのバッテリーが切れそうです」と大慌て。心配そうに
　本部と連絡（写真甲子園大会の写真ボランティアとして参
　加して、埼玉栄高校の記録係になった旭川実業高校２年、丹
　野真友子さん、右は埼玉栄高校監督の高橋朗先生、3日目、
　旭川市４条７丁目で）

◀
戦
い
終
わ
っ
て
。タ
イ・レ
ジ
ナ
高
校
か
ら
参
加
し
た
高
校
生
３
人
が一緒
に
記
念
写
真（
８
日
、大
会
終

　
了
後
の
打
ち
上
げ
パ
ー
テ
ィ
ー
で
）

▲自転車で道内旅行中のアメリカ人をモデルに、（宮城県
　泉館山高校、渡邉徳子さん、３日目、旭川市のJR旭川駅
　前で）

盛夏のにぎわい～祭りだ 写真だ！ どんとこい
写真甲子園、フォト・フェスタ、どんとこい祭り
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民
が
ピ
ア
ノ
と
フ
ル
ー
ト
で
共
演
。
子
ど
も

た
ち
は
東
川
町
か
ら
寄
贈
し
た
日
本
の
着
物

を
上
手
に
着
付
け
し
て
着
こ
な
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

滞
在
中
ル
ー
イ
エ
ナ
高
校
、
老
人
セ
ン

タ
ー
、
ル
ー
イ
エ
ナ
幼
稚
園
、
町
内
の
羊
毛

工
房
、
製
菓
会
社
の
工
場
な
ど
を
見
学
。
３

年
前
の
訪
問
の
時
に
桜
を
記
念
植
樹
し
た
テ

ル
ネ
ヤ
ス
公
園
も
訪
れ
苗
木
が
す
く
す
く
と

育
っ
て
い
る
様
子
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
東
川
町
と
ル
ー
イ
エ
ナ
町
は
相
互
に
訪
問

し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
今
年
は
東
川

町
か
ら
23
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
日
本
出
発
か
ら
約
16
時
間
、
ラ
ト
ビ
ア
の

首
都
・
リ
ガ
に
到
着
し
ま
し
た
。
リ
ガ
市
内

を
一
日
見
学
後
、
３
日
目
に
ラ
ト
ビ
ア
国
立

図
書
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
年
開
館
し
た
ば
か
り
と
い
う
真
新
し
い

施
設
で
は
、
今
年
出
版
し
た
絵
本
「
も
り
は

い
い
と
こ
ろ
〜
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
パ
ン
こ
ね

台
〜
」
（
変
形
A
4
版
31
㌻
、
か
ま
く
ら
春

秋
社
刊
）
、
ラ
ト
ビ
ア
の
民
話
を
集
め
て
今

年
3
月
発
行
し
た
絵
本
「
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
の
お

は
な
し
」
（
Ａ
４
版
45
㌻
、
東
川
町
刊
）
を

同
図
書
館
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
リ
ガ
か
ら
約
３
時
間
の
ル
ー
イ
エ

ナ
に
到
着
。
グ
ン
テ
ィ
ス
・
グ
ラ
ド
キ
ン
ス

町
長
ら
懐
か
し
い
人
た
ち
と
再
会
し
ま
し
た
。

　
歓
迎
会
で
は
訪
問
団
の
一
員
、
音
楽
教
室

主
宰
の
三
島
知
子
さ
ん
と
ル
ー
イ
エ
ナ
の
町

絵
本
の
贈
呈
式
（
７
月
９
日
、
ラ
ト
ビ
ア
国
立
図
書
館
で
）

ク
ッ
キ
ー
製
造
工
程
を
見
学
（
７
月
10
日
、
お
菓
子
会

社
リ
ア
プ
カ
ル
ニ
の
工
場
で
）

宿
泊
施
設
「
キ
ョ
ア
ニ
ュ
」
の
羊
毛
工
房
（
７
月
11
日
）

▲
ル
ー
イ
エ
ナ
町
の
歓
迎
の
様
子
（
７
月
10
日
、
役
場
前
で
）

ラ
ト
ビ
ア
訪
問
記

ル
ー
イ
エ
ナ
と
の
友
好
再
び

　
東
川
町
と
北
海
道
東
川
ラ
ト
ビ
ア
交
流
協
会（
青
木
哲
也
会
長
）は
、７
月

７
日
か
ら
同
月
15
日
ま
で
９
日
間
、姉
妹
町・ル
ー
イ
エ
ナ
な
ど
を
訪
れ
る
東

川
町
民
訪
問
団
と
し
て
ラ
ト
ビ
ア
を
訪
れ
ま
し
た
。そ
の
訪
問
の
様
子
を
写

真
で
紹
介
し
ま
す
。

三島知子さんのピアノとフルート四重奏の共演（７月10
日、ルーイエナ文化会館のウェルカムパーティーで）

贈呈した日本の着物を、佐﨑光子さん、盛永小夜子さんの着付けで上手に着こなし（7月10日、
ルーイエナ文化会館のウェルカムパーティーで）

ラ
ト
ビ
ア
訪
問
記

ル
ー
イ
エ
ナ
と
の
友
好
再
び
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の で 、 途 中 両 足 の 筋 肉 が ピ ク ピ ク し

て … 」 と レ ー ス を 振 り 返 り 「 完 走 で き

て よ か っ た 」 。

20 年 ぶ り の レ ー ス 、 美 瑛 か ら 初 出 場

の 池 辺 さ ん 親 子

　 初 参 加 の 池 辺 晴 彦 さ ん （ 50 ） 、 刀 那

君 （ 13 ） ＝ 美 瑛 中 ２ 年 ＝ の 親 子 は 、 １

週 間 前 に 開 か れ た ミ ニ バ イ ア ス ロ ン 競

技 東 川 大 会 に 続 い て の 出 場 。 お 父 さ ん

は 50 代 一 般 の 部 で ５ 位 、 刀 那 君 は ジ ュ

ニ ア 中 学 生 の 部 で ２ 位 の 成 績 。

　 晴 彦 さ ん は １ ９ ９ ３ （ 平 成 ３ ） 年 の

ト ラ イ ア ス ロ ン Ｗ 杯 セ ン ト ト ー マ ス 島

大 会 に 日 本 代 表 で 出 場 し た 経 験 の 持 ち

主 。 こ の 大 会 は 20 年 ぶ り の 現 役 復 帰

（ ？ ） で す 。

　 「 ウ ェ ッ ト ス ー ツ が 20 年 前 の も の だ

っ た の で 伸 び な く て 呼 吸 で き な か っ た 。

や っ て み る と ３ 種 目 は き つ い … 」 と 苦

笑 い 。

　 刀 那 君 は 、 冬 の ク ロ ス カ ン ト リ ー ス

キ ー の た め 体 力 づ く り が 主 な 目 的 。

「 自 転 車 で 練 習 を し て い た ん だ け れ ど 、

水 泳 と ラ ン の 練 習 を ナ メ 過 ぎ て た 。 来

年 は リ ベ ン ジ し な く っ ち ゃ 」 。

青 野 ３ 兄 弟 、 ジ ュ ニ ア の 部 で 今 年 も

兄 弟 制 覇

　 上 富 良 野 町 の 青 野 ３ 兄 弟 が 今 年 も

ジ ュ ニ ア の 部 で そ ろ っ て ト ッ プ 独 占 ！

　 長 男 の 亜 斗 夢 （ あ と む ） 君 （ 14 ） ＝

写 真 右 、 上 富 良 野 中 ２ 年 ＝ は 連 続 ７ 回

出 場 で 、 中 学 生 の 部 優 勝 。 二 男 の 叶 夢

（ か な む ） 君 （ 12 ） ＝ 写 真 右 か ら ２ 人

目 、 上 富 良 野 小 ６ 年 ＝ は 小 学 校 高 学 年

の 部 優 勝 、 三 男 の 挑 夢 （ い ど む ） 君

（ 10 ） ＝ 写 真 中 央 、 同 ４ 年 ＝ は 高 学 年

の 部 ２ 位 。

　 中 学 生 の 部 2 位 に 入 賞 し た 池 辺 刀 那

君 （ 写 真 左 ） 、 初 出 場 の 小 堀 敢 太 君

（ 14 ） ＝ 写 真 左 か ら ２ 人 目 、 札 幌 発 寒

中 ２ 年 ＝ と 一 緒 に 、 冬 期 は ク ロ ス カ ン

ト リ ー ス キ ー 、 夏 は ト ラ イ ア ス ロ ン 競

技 に 挑 ん で い る 合 宿 仲 間 の 友 達 同 士 。

５ 人 で ト ラ イ ア ス ロ ン 合 宿 を し て 鍛 え

あ っ て い る そ う で す 。

愛 娘 の 声 援 受 け て 今 年 も 大 健 闘 、 町

内 か ら 出 場 の 中 村 さ ん

　 愛 娘 の 小 雪 ち ゃ ん （ ５ つ ） と 親 友 の

中 田 う た ち ゃ ん （ ５ つ ） ２ 人 の 声 援 を

受 け て 、 お 母 さ ん の 中 村 舞 さ ん （ 32 ）

は 今 年 も 大 健 闘 。

　 町 内 か ら た だ 一 人 の 出 場 。 「 夫 が 仕

事 で 出 ら れ な く な っ て … 」 と 今 年 は 一

人 で 出 場 、 一 般 女 性 の 部 ６ 位 に 入 賞 し

ま し た 。

　 「 今 日 は 暑 か っ た 。 年 々 遅 く な る な

あ 。 ス イ ム で コ ー ス 取 り が 悪 く て 途 中

で 囲 ま れ て 動 け な く な っ て し ま っ た 。

そ れ で 途 中 で 少 し 休 ん で し ま っ て … 」

と 反 省 し き り 。

留 萌 か ら に ぎ や か 応 援 、 留 萌 緑 丘 小

父 母 の 会

　 留 萌 市 立 緑 丘 小 ５ 年 生 の 父 母 が リ

レ ー 種 目 に 初 出 場 。 家 族 そ ろ っ て の に

ぎ や か 応 援 を し ま し た 。

　 ス イ ム 担 当 は 自 衛 官 、 田 代 清 洋 さ ん

（ 44 ） 。 去 年 は 個 人 で 出 場 し て い ま す 。

　 バ イ ク 担 当 は 消 防 士 の 鈴 田 雄 二 さ ん

（ 42 ） 。 最 後 に ラ ン を 担 当 し た の は 小

学 校 支 援 員 の 吉 田 彰 美 さ ん （ 37 ） 。

　 「 初 参 加 で ２ 位 だ よ 。 や っ た ー ！ 」 。

リ ー ダ ー 役 の 吉 田 さ ん 、 大 満 足 。

― ― ―　 ◇ 　 ― ― ―

◇ コ ー ス （ 忠 別 湖 と 湖 畔 の 一 般 町 道 を 周 回 す る 特

設 コ ー ス ）

　 ▼ ジ ュ ニ ア 　 ① ス イ ム ＝ 忠 別 湖 畔 （ 親 水 広 場 ）

50 ㍍ （ １ 、 ２ 年 ） 、 １ ０ ０ ㍍ （ 高 学 年 、 中 学 生 ）

② バ イ ク ＝ 親 水 広 場 周 辺 の 町 道 ２ ㌔ ㍍ （ １ 、 ２ 年

生 ） 、 同 ４ ・ ７ ㌔ ㍍ （ 高 学 年 ） 、 同 ６ ㌔ ㍍ （ 中 学

生 ） ③ ラ ン ＝ ５ ０ ０ ㍍ （ 低 学 年 ） 、 千 ㍍ （ 高 学

年 ） 、 ２ 千 ㍍ （ 中 学 生 ）

　 ▼ 一 般 コ ー ス 　 ① ス イ ム １ ・ ５ ㌔ ㍍ （ １ 周 ０ ・

７ ５ ㌔ ㍍ ２ 周 回 ） ② バ イ ク 40 ㌔ ㍍ （ 町 道 折 り 返 し

３ 周 回 ） ③ ラ ン 10 ㌔ ㍍ （ 町 道 折 り 返 し ３ ・ ５ 周

回 ）

　 午 前 10 時 、 31 人 が 出 場 し た ジ ュ ニ ア

の 部 に 続 い て 、 メ ー ン レ ー ス の 一 般 の

部 が ス タ ー ト し ま し た 。 エ ン ト リ ー は 、

国 体 予 選 会 、 日 本 選 手 権 予 選 会 、 学 生

選 手 権 予 選 会 合 わ せ て 男 女 ３ ９ ２ 人 、

リ レ ー ７ チ ー ム （ 高 校 １ 人 含 む ） 。 号

砲 に 合 わ せ て 一 斉 に 湖 面 目 掛 け て 飛 び

込 み ま し た 。

　 ス タ ー ト 時 の 天 候 は 晴 れ 、 気 温 セ 氏

27 ・ ５ 度 、 水 温 プ ラ ス 22 度 。 湖 面 に 南

南 西 の 微 風 が わ た る さ わ や か な レ ー ス

に な り ま し た 。

　 昨 年 に 引 き 続 い て ２ 連 覇 目 指 し た 久

保 埜 一 輝 さ ん （ 24 ） （ 鵡 川 ス ウ ェ ッ

ト ） 、 カ ナ ダ 帰 国 前 の 最 後 の 出 場 で ２

年 ぶ り 優 勝 を 狙 っ た ブ ラ イ ア ン ・ バ ー

ク ハ ウ ス さ ん （ 44 ） の ２ 人 に 注 目 が 集

ま り ま し た が 、 総 合 優 勝 し た の は そ の

２ 人 を ４ 分 19 秒 上 回 る 大 会 新 記 録 、 １

時 間 59 秒 ５ ６ の 遠 藤 樹 （ た つ き ） 選 手

（ 24 ） ＝ ト ヨ タ 車 体 ＝ 。 女 性 の 部 は 、

連 続 ８ 回 出 場 の 沢 田 愛 里 選 手 （ 34 ） ＝

Ｊ Ｒ 北 海 道 ＝ が ６ 連 覇 し ま し た 。

大 会 新 の 初 優 勝 、 遠 藤 選 手

　 初 出 場 で 初 優 勝 し た の は 札 幌 出 身 の

遠 藤 樹 選 手 （ 24 ） 。 前 の 週 、 ア ジ ア 杯

天 草 国 際 ト ラ イ ア ス ロ ン 大 会 に 出 場 し 、

エ リ ー ト カ テ ゴ リ ー ４ 位 入 賞 を 引 っ 下

げ て の 出 場 。

　 尚 志 学 園 高 校 （ 札 幌 ） で は 、 中 学 時

代 か ら 続 け た 水 泳 競 技 一 筋 で し た 。 現

在 は ト ラ イ ア ス ロ ン 競 技 の 国 内 強 化 Ｂ

指 定 選 手 。

　 「 今 年 １ 月 、 右 足 首 の じ ん 帯 を 痛 め

て ま だ ガ ク ガ ク す る 。 で も 最 初 か ら 逃

げ な い よ う に 、 と い う こ と だ け を 考 え

て 走 っ た 」 と 結 果 に 自 信 を 深 め た よ う 。

２ 連 覇 惜 し く も 逃 し た 久 保 埜 さ ん

　 ２ 連 覇 を 目 指 し な が ら ３ 位 に と ど ま

っ た の は 、 昨 年 の 覇 者 、 久 保 埜 一 輝 さ

ん 。 お 互 い に 高 め 合 っ て き た ブ ラ イ ア

ン さ ん と 、 ゴ ー ル 後 に 手 を 握 り 合 っ て

健 闘 を 讃 え 合 い ま し た 。

　 胆 振 東 部 消 防 組 合 署 員 と な っ て １ 年

目 。 「 ま ず は し っ か り 仕 事 を で き る よ

う に 」 と 今 年 は 仕 事 優 先 で 練 習 を 続 け

て き た そ う で す 。 来 年 こ そ は 、 と リ ベ

ン ジ を 誓 っ て い ま し た 。

最 高 齢 、 70 歳 で 完 走 し た 須 田 さ ん

　 「 今 年 70 歳 に な っ た の で 最 後 の チ ャ

ン ス と 思 っ て 出 場 し た 」 と い う 須 田 健

司 さ ん 、 「 完 走 後 に 初 め て 涙 が 出 た 」

と 感 慨 ひ と し お 。

　 10 年 前 、 道 南 の 鹿 部 町 に 移 り 住 み 、

そ の 後 ６ 年 間 ト ラ イ ア ス ロ ン 大 会 で 運

営 ボ ラ ン テ ィ ア と し て 縁 の 下 の 働 き を

続 け て き ま し た 。

　 「 初 め て 出 場 で き た 。 練 習 で 落 車 し

て 、 １ カ 月 半 泳 ぐ 練 習 を で き な か っ た

初
出
場
、初
優
勝
した
遠
藤
さん
（ト
ヨ
タ

車
体
）

　 ８ 月 ３ 日 、 大 雪 山 旭 岳 山 麓 の 忠 別 湖 周 辺 を 会 場 に 、 第 ８ 回 大 雪 山 忠 別 湖 ト ラ イ ア ス ロ ン ｉ ｎ ひ が し か わ 大 会 が 開 か れ ま し た 。 日

中 30 ・ ８ 度 （ 午 後 ３ 時 ） ま で 上 が っ た 真 夏 の 好 天 に 恵 ま れ 、 約 ３ ５ ０ 人 が 緑 濃 い 湖 畔 で 熱 戦 を 展 開 し ま し た 。 レ ー ス 終 了 後 、 ゴ ー

ル 地 点 の 散 策 広 場 で は 参 加 選 手 が 焼 き 肉 、 ジ ン ギ ス カ ン 料 理 に 舌 鼓 を 打 ち な が ら 交 流 の 輪 を 広 げ ま し た 。 （ 大 会 成 績 は 24 ㌻ ）

第 ８ 回 大 雪 山 忠 別 湖 ト ラ イ ア ス ロ ン ｉ ｎ ひ が し か わ

夏 走 る 〜  旭 岳 の 山 麓 で 快 汗 レ ー ス

青
野
３
兄
弟
今
年
も
強
い（
左
端
は
池
辺
刀
那
君
。合
宿
仲
間
の５

人
は
友
達
）

最
高
齢
の
記
念
ラン
、須
田
健
司
さん

東
川
町
か
ら
一
般
の
部
に
出
場
し
た
中
村
舞
さ
ん（
長
女
、小
雪
ちゃ
ん

＝
右
、な
か
よし
の
中
田
うた
ちゃ
んと
）

初
出
場
でリ
レ
ー
の
部
２
位
の
留
萌
緑
丘
小
父
母
の
会

女 子 ６ 連 覇 優 勝 の 沢 田 愛 里 選 手 （ ス イ ム か ら バ

イ ク 種 目 に 移 動 ） ＝ Ｊ Ｒ 北 海 道 ＝
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HIGASHIKAWA TOWN NEWSま ち ・ タ ウ ン

HIGASHIKAWA TOWN NEWSま ち ・ タ ウ ン

　 キ ト ウ シ 森 林 公 園 の 貸 し 別 荘 ケ ビ ン

な ど を ベ ー ス キ ャ ン プ 宿 泊 地 と し て 利

用 し て 、 ス ポ ー ツ 合 宿 、 健 康 づ く り 合

宿 を す る グ ル ー プ 、 団 体 が 今 年 か ら 現

れ 始 め て い ま す 。

　 ８ 月 ２ 日 、 １ 泊 ２ 日 の ミ ニ 合 宿 を 行

っ た の は 、 ス ポ ー ツ シ ョ ッ プ 、 ニ ッ セ

ン ス ポ ー ツ （ 札 幌 ） が 運 営 し て い る

「 ８ Ｓ Ｐ （ ハ チ ス ポ ） ス ク ー ル 」 （ 八

重 樫 和 浩 さ ん 、 古 澤 緑 さ ん 運 営 ） の 健

康 づ く り 合 宿 の 皆 さ ん 。

　 札 幌 市 内 在 住 の 35 歳 か ら 66 歳 ま で 13

人 が 参 加 し ま し た 。 公 園 内 の 「 生 活 体

験 の 家 」 で １ 泊 ２ 日 の ミ ニ 合 宿 、 そ し

て 忠 別 川 河 川 敷 の サ イ ク リ ン グ ロ ー ド

を ラ ン ニ ン グ し 、 緑 い っ ぱ い の 空 気 を

満 喫 し ま し た 。

　 昨 年 か ら 健 康 づ く り の ミ ニ キ ャ ン プ

を 始 め た そ う で す 。 本 格 的 な 健 康 づ く

り 合 宿 と い う よ り 、 小 旅 行 を 楽 し み な

が ら 体 力 づ く り も 始 め よ う 、 と い う 試

み 。 皆 さ ん は 初 め て の 参 加 者 同 士 で す

が 、 公 園 内 に 移 築 し た 昭 和 初 期 の 農 家

で 学 生 時 代 に 戻 っ て 合 宿 気 分 を 楽 し ん

だ よ う で す 。

　 今 年 は ７ 月 22 日 か ら ２ 泊 ３ 日 で 、 旭

川 医 大 競 技 ス キ ー 部 （ 15 人 ） も 短 期 合

宿 を 行 い ま し た 。

さ ん も 「 飛 呼 露 天 ＆ ウ ナ 」 バ ン ド の

ボ ー カ ル で 最 後 の ス テ ー ジ に 登 場 。 観

客 席 か ら 喝 さ い を 浴 び ま し た 。

　 今 年 の 会 場 は あ い に く の 雨 天 で 時 折

強 い 雨 に 見 舞 わ れ 、 観 客 の 出 足 を く じ

く 一 日 で し た が 、 熱 気 い っ ぱ い の ス

テ ー ジ を 繰 り 広 げ ま し た 。

　 ７ 月 27 日 、 羽 衣 公 園 野 外 ス テ ー ジ で

第 19 回 羽 衣 音 楽 祭 が 開 か れ ま し た 。

　 旭 川 市 内 の バ ン ド 、 札 幌 、 名 寄 、 東

川 の 混 成 バ ン ド 、 役 場 職 員 で 結 成 し た

バ ン ド な ど 13 バ ン ド が 熱 演 を 披 露 し ま

し た 。 東 川 町 役 場 の 国 際 文 化 交 流 員 と

し て ３ 年 間 勤 め た ウ ナ ・ ヴ ォ ル コ ヴ ァ

　 ８ 月 12 日 、 東 ３ 号 北 ６ 線 の 町 有 林 で 、

ホ ー マ ッ ク ㈱ （ 札 幌 、 石 黒 靖 規 社 長 ）

の 社 員 が 森 林 整 備 の 一 環 と し て 苗 木 を

植 樹 し ま し た 。

　 旭 川 市 内 ５ 店 と 富 良 野 店 の 若 手 社 員

25 人 が 参 加 し 、 ケ ヤ キ ハ ン ノ キ 、 シ ラ

カ バ 、 ド ロ の ３ 樹 種 の 苗 木 １ ２ ０ 本 ず

つ 合 計 ３ ６ ０ 本 を 植 樹 し ま し た 。

　 植 樹 の 方 法 は 北 大 名 誉 教 授 、 東 三 郎

さ ん が 提 唱 し た カ ミ ネ ッ コ ン 方 式 。 六

角 形 の 紙 ポ ッ ト に １ 本 ず つ 苗 木 と 培 養

土 を 入 れ 、 ３ つ の 樹 種 ポ ッ ト を ひ と く

く り に ま と め て 、 浅 く 掘 っ た 表 土 上 に

置 い て い き ま し た 。

　 環 境 を テ ー マ に し た 社 会 貢 献 活 動 の

一 環 と し て 植 樹 を 行 っ て い る と い う こ

と で す 。 今 年 は 全 国 30 カ 所 、 道 内 15 カ

所 で 植 樹 し 、 東 川 町 で も 取 り 組 み を 始

め ま し た 。 今 後 ３ 年 間 に わ た っ て 約

０ ・ ４ ㌶ に 植 樹 し 、 来 年 か ら ４ 年 間 は

年 ２ 回 の 下 草 刈 り も 行 っ て 森 づ く り を

進 め る と い う こ と で す 。

ホ ー マ ッ ク 社 員 が 町 有 林 で 植 樹ホ ー マ ッ ク 社 員 が 町 有 林 で 植 樹

プ リ ウ ス の 森 、 ５ 年 目 の 下 草 刈 りプ リ ウ ス の 森 、 ５ 年 目 の 下 草 刈 り

キ ト ウ シ 森 林 公 園 で ス ポ ー ツ 合 宿キ ト ウ シ 森 林 公 園 で ス ポ ー ツ 合 宿

キ ト ウ シ 森 林 公 園 で ミ ニ バ イ ア ス ロ ン 大 会キ ト ウ シ 森 林 公 園 で ミ ニ バ イ ア ス ロ ン 大 会

　 次 世 代 の 冷 暖 房 シ ス テ ム と し て 研 究

が 進 み 、 道 内 住 宅 へ の 暖 房 シ ス テ ム と

し て 導 入 も 始 ま っ て い る 地 中 熱 ヒ ー ト

ポ ン プ に つ い て 、 初 め て の 基 礎 知 識 講

習 会 が ８ 月 21 日 、 役 場 職 員 を 対 象 に 行

わ れ ま し た 。 町 職 員 に そ の 有 効 性 を 初

め て ア ピ ー ル し ま し た 。

　 北 海 道 電 力 ㈱ 旭 川 支 店 の 惣 名 寿 人 契

約 サ ー ビ ス グ ル ー プ リ ー ダ ー ら が 基 本

的 な 仕 組 み を 説 明 し ま し た 。

　 地 面 を 掘 削 し て 地 中 に パ イ プ を 通 し 、

熱 エ ネ ル ギ ー を 取 り 出 し て 熱 交 換 。 冷

暖 房 エ ネ ル ギ ー と し て 利 用 す る と い う

シ ス テ ム で す 。

　 地 中 の 温 度 は 年 間 を 通 じ て 一 定 の た

め 、 安 定 し た 熱 エ ネ ル ギ ー を 取 り 出 す

こ と が 可 能 、 と さ れ て い ま す 。 す で に

町 内 で 新 築 の 住 宅 で 暖 房 シ ス テ ム と し

て 採 用 す る 例 が 出 始 め て い る と い い ま

す 。

　 町 で は 、 同 方 式 の シ ス テ ム 有 効 性 を

検 証 す る た め 、 今 年 10 月 に 落 成 予 定 の

国 際 交 流 会 館 （ 東 町 ３ 丁 目 、 女 子 学 生

会 館 に 併 設 ） に ヒ ー ト ポ ン プ 方 式 の 冷

暖 房 シ ス テ ム を 初 め て 採 用 し ま し た 。

環 境 省 補 助 を 受 け て ５ 年 間 実 証 試 験 を

す る 予 定 。

た 。 そ の 後 毎 年 １ 回 の 下 草 刈 り を 続 け

て き ま し た 。

　 同 社 員 と 家 族 、 同 社 か ら マ イ カ ー を

購 入 し た ユ ー ザ ー 合 わ せ て 76 人 が 伸 び

放 題 に 長 く 草 丈 の 伸 び た 雑 草 刈 り を し

ま し た 。

　 宗 谷 管 内 枝 幸 町 か ら 来 て い た 公 務 員

（ 36 ） の 方 は 、 今 年 で ３ 回 目 の 参 加 。

「 旭 川 市 内 で 一 泊 し ま し た 。 こ ん な 雨

に 見 舞 わ れ た の は 初 め て 」 と あ い に く

の 強 い 降 雨 に 手 こ ず り な が ら も 懸 命 に

雑 草 の 刈 り 込 み を 進 め 、 み ん な で 囲 ん

だ 作 業 後 の ジ ン ギ ス カ ン 鍋 は 格 別 だ っ

た よ う 。

　 ７ 月 27 日 、 東 ３ 号 北 ６ 線 の 町 有 林 内

に あ る 「 プ リ ウ ス の 森 」 で 、 植 林 地 の

下 草 刈 り 作 業 を 行 い ま し た 。

　 旭 川 ト ヨ ペ ッ ト ㈱ （ 松 尾 俊 彦 社 長 ）

の Ｃ Ｓ Ｒ （ 企 業 の 社 会 的 貢 献 活 動 ） の

一 環 と し て 森 林 整 備 に 取 り 組 み 、 ６ 年

前 に 植 林 し た １ ㌶ の 森 は 、 シ ラ カ バ 樹

高 約 ２ ㍍ 、 ミ ズ ナ ラ 同 60 ㌢ ㍍ 、 ヤ チ ダ

モ 同 １ ・ ５ 〜 ２ ㍍ 程 度 ま で 生 長 し ま し

　 ７ 月 26 、 27 の 2 日 間 、

キ ト ウ シ 森 林 公 園 特 設

コ ー ス で （ 一 社 ） 日 本 バ

イ ア ス ロ ン 連 盟 主 催 の ２

０ １ ４ 東 川 ミ ニ バ イ ア ス

ロ ン 大 会 が 開 か れ ま し た

（ 大 会 成 績 は 24 ㌻ ） 。

　 将 来 有 望 な 選 手 を 育 て

よ う 、 と 昨 年 か ら 始 ま り

ま し た 。 今 年 は 小 学 校 低

学 年 か ら 一 般 ま で 41 人 が

エ ン ト リ ー 。 地 元 東 川 町 か ら は 東 川 ク

ロ ス カ ン ト リ ー ス キ ー 少 年 団 の ９ 人 が

出 場 し ま し た 。

　 ラ ン ニ ン グ ま た は ロ ー ラ ー ス キ ー と

雨 天 決 行 の 羽 衣 音 楽 祭 に 集 う雨 天 決 行 の 羽 衣 音 楽 祭 に 集 う

地 中 熱 ヒ ー ト ポ ン プ の 可 能 性 を 探 る 講 習 会地 中 熱 ヒ ー ト ポ ン プ の 可 能 性 を 探 る 講 習 会

射 撃 を 組 み 合 わ せ た

競 技 。 ２ 回 の 射 撃 を

繰 り 返 し て コ ー ス を

ラ ン ニ ン グ ま た は

ロ ー ラ ー ス キ ー で ２

周 回 し 、 ３ 周 目 に

ゴ ー ル し ま す 。

 こ の 日 は 雨 天 の

レ ー ス と な り ま し た 。

出 場 者 は 前 日 に 講 習

を 受 け て 臨 み ま し た

が 、 う ま く 的 を 狙 い 落 と す の は 難 し い

様 子 。 し か し 子 ど も た ち は 戸 惑 い な が

ら も 雨 の 中 で 射 撃 競 技 を 楽 し ん で い ま

し た 。
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道 東 の 知 床 、 阿 寒 、 網 走 、

そ し て 道 央 ・ 札 幌 、 小 樽

な ど へ 観 光 研 修 も し ま し

た 。 知 床 の 旅 は 、 霧 が か

か っ て あ い に く の 天 候 で

し た が 、 手 つ か ず の 自 然

を 海 か ら 間 近 に 感 じ て 思

い 出 を 深 め た よ う で す 。

「 道 央 か ら 道 東 に か け て

北 海 道 を 横 断 し た の で 、

今 度 は 南 の 函 館 に 行 き た

い 」 と 道 南 へ の 旅 が 楽 し

み に な っ た よ う 。
◇

　 長 水 郡 の 主 産 業 は り ん

ご で 、 高 所 得 者 が 多 い そ

　 ６ 月 中 旬 か ら 地 域 活 性 課 に 配 属 、

勤 務 を 始 め て い ま す 。 ５ 月 に 来 日

後 、 １ カ 月 間 滋 賀 県 で 日 本 語 研 修

を 受 け 、 日 常 会 話 の 内 容 を ほ と ん

ど 理 解 で き る そ う で す 。

　 郡 庁 で は 、 大 学 で 学 ん だ 専 門 知

識 を 農 業 政 策 、 一 般 政 策 に 生 か す

専 門 職 。 今 後 理 学 博 士 の 取 得 を 目

指 し て い る そ う で す 。

　 来 町 後 、 長 水 郡 か ら 約 １ カ 月 間 、

夏 休 み を 利 用 し て 日 本 語 研 修 に 来

て い た 同 郷 の 高 校 生 ６ 人 と 一 緒 に

ウ セ ン ゴ ミ シ 」 と い う 落 葉 性 の つ

る 植 物 。 赤 い 実 は 甘 い 、 酸 っ ぱ い 、

辛 い 、 し ょ っ ぱ い 、 苦 い 、 と い う

５ つ の 味 を 持 つ と い わ れ 、 お 茶 や

漢 方 用 と し て 需 要 が あ る よ う で す 。

　 「 農 業 は す で に 生 産 だ け で な く 、

加 工 、 観 光 ま で 結 び つ け て 複 合 化

し て い る 」 と い い 、 「 ロ ー カ ル

フ ー ド 直 売 店 」 と 呼 ぶ 産 直 販 売 が

出 始 め て き た そ う で す 。

　 「 韓 国 内 で は ３ 〜 ４ 割 く ら い ま

で 整 備 が 進 ん で い ま す 。 り ん ご は

ジ ュ ー ス 、 ジ ャ ム 加 工 し 、 牛 肉 も

加 工 販 売 し て い ま す 。 最 近 農 産 物

の 生 産 者 組 合 の よ う に 加 工 協 同 組

合 も で き ま し た 。 日 本 で は 一 次 生

産 物 が ど の よ う に 複 合 化 し て い る

の か を 見 て み た い 」 と 、 道 の 駅 な

ど の 産 直 販 売 の 様 子 に 関 心 を 持 っ

て い ま す 。

う で す 。 「 年 収 は 千 万 円 く ら い に

な っ て い る 人 も 多 く 、 都 会 で 働 く

よ り 所 得 が 高 く な る の で 、 働 き に

出 た 子 ど も た ち が 帰 っ て く る ケ ー

ス も 多 い 」 と い い ま す 。

　 「 主 食 の 米 は 、 韓 国 で も 消 費 が

少 な く な っ て き て い ま す 。 農 村 地

帯 は 高 齢 化 が 進 ん で 、 若 い 世 代 も

少 な く な っ て い ま す 。 水 田 農 業 は

深 刻 で 、 土 地 を 使 わ な く な っ て 休

耕 地 が 多 く な っ て い ま す 」 。 そ の

た め 転 作 が 進 み 、 高 所 得 作 物 の 生

産 を 進 め て い る そ う で す 。

　 現 在 は 、 主 産 業 の り ん ご の ほ か 、

牛 肉 、 そ し て 「 五 味 子 （ オ ミ ザ ） 」

が と て も 有 名 だ そ う で す 。

　 「 五 味 子 」 と は 、 日 本 名 「 チ ョ

今 、 生 き 生 き と

　 韓 国 ・ 長 水 （ チ ャ

ン ス ） 郡 と 東 川 町 と

の 交 換 研 修 員 と し て 、

今 年 ５ 月 か ら ６ カ 月

間 の 予 定 で 来 日 し ま

し た 。 長 水 郡 は 農 業

が 主 産 業 で 標 高 ５ ０

０ メ ー ト ル 地 帯 。 東

川 町 と 自 然 条 件 が よ

く 似 て い る そ う で す 。

研 修 期 間 中 、 北 海 道

各 地 を 見 て み た い 、

と 積 極 的 で す 。

7979 長 水 郡 庁 交 換 研 修 員 　 馬 　 貞 淑 （ マ ・ ジ ョ ン ス ク ） さ ん

韓 国 か ら 来 た 高 校 生 と 一 緒 に （ ７ 月 2
4 日 日 本 語 研 修 生 歓 迎 パ ー テ ィ

ー で 、 農 村 環 境 改 善 セ ン タ ー ）

馬
　
貞
淑（
マ・
ジ
ョ
ン
ス
ク
）さ
ん

　
韓
国
・
長
水
（
チ
ャ
ン
ス
）

郡
出
身
。
今
年
６
月
か
ら
11

月
ま
で
、
長
水
郡
交
換
研
修
員

と
し
て
、
役
場
地
域
活
性
課
に

在
籍
。
全
羅
北
道
長
水
郡
庁
職

員
。
国
立
全
北
大
学
校
大
学
院

博
士
課
程
修
了
（
畜
産
学
、
農

業
経
済
学
）
。

長
水
郡
か
ら
来
た
高
校
生
と
一
緒
に
知
床
観
光
に
行
き
ま
し
た（
7月
2
6
日
）

来
日
後
に
一
緒
に
日
本
語
研
修
し
た
修
了
生
と（
６
月
17
日
、
滋
賀

県
大
津
市
の
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
で
）

13
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「
感
動
、感
謝
、感
激
」あ
り
が
と
う

　

今
年
は
良
い
天
気
、
い
や
暑
い
。
暑
い
夏
の

天
気
の
お
か
げ
で
稲
は
頭
を
垂
れ
、
何
か
う
れ

し
い
豊
穣
の
秋
が
期
待
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

夏
と
い
え
ば
、
忠
別
湖
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大

会
、
熱
い
高
校
生
の
戦
い
で
あ
る
写
真
甲
子
園

大
会
、
そ
し
て
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

ど
ん
と
こ
い
祭
り
、
と
た
て
続
い
て
夏
の
イ
ベ

ン
ト
が
開
か
れ
、
終
わ
っ
た
途
端
に
何
か
急
に

秋
の
気
配
が
漂
っ
て
き
て
い
る
感
じ
が
す
る
。

こ
の
９
月
号
の
広
報
が
届
く
こ
ろ
に
は
、
も
う

稲
の
収
穫
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

写
真
甲
子
園
で
５
日
間
の
熱
い
日
々
を
過
ご

し
た
最
終
日
、
閉
会
式
、
解
散
式
で
は
参
加
者

の
多
く
が
涙
し
て
い
た
。
日
本
の
高
校
生
の
涙

は
、
優
勝
で
き
な
か
っ
た
悔
し
さ
が
少
し
は
あ

る
か
も
知
れ
な
い
。
大
阪
の
元
高
校
の
先
生
は
、

「
写
真
甲
子
園
を
目
標
に
３
年
間
頑
張
っ
て
き

た
高
校
生
に
と
っ
て
、
写
真
甲
子
園
が
終
わ
っ

て
、
そ
し
て
も
う
来
年
は
挑
戦
で
き
な
い
寂
し

さ
か
ら
涙
が
込
み
上
げ
て
く
る
」
と
語
っ
て
い

た
。

　

今
年
は
台
湾
と
タ
イ
か
ら
の
高
校
生
チ
ー
ム

が
初
め
て
オ
ー
プ
ン
参
加
し
、
日
本
の
選
手
や

地
元
の
人
々
と
の
交
流
を
深
め
て
い
た
。
タ
イ

の
高
校
生
の
一
人
は
「
表
彰
式
で
な
ぜ
日
本
の

高
校
生
あ
ん
な
に
泣
く
の
だ
ろ
う
」
と
不
思
議

が
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
タ
イ
の
学
生
た
ち

は
、
翌
々
日
の
解
散
式
で
、
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
や
交
流
を
深
め
た
新
し
い
友
人
た
ち
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
か
ら
か
、
抱
き
合
い
な
が
ら
大

泣
き
の
涙
に
な
っ
て
い
た
と
聞
い
た
。

　

「
初
め
て
参
加
し
た
写
真
甲
子
園
大
会
で
の

出
会
い
の
感
動
、
終
わ
る
と
い
う
心
寂
し
さ
と

温
か
い
お
も
て
な
し
を
し
て
く
れ
た
方
々
へ
の

感
謝
の
心
、
友
人
た
ち
と
の
別
れ
が
感
激
に
な

っ
た
」
と
タ
イ
選
手
の
顧
問
の
方
は
話
し
て
い

た
。

　

日
本
の
高
校
生
も
外
国
の
高
校
生
も
、
選
手

た
ち
の
涙
は
「
出
会
い
に
感
動
、
お
も
て
な
し

に
感
謝
、
別
れ
に
感
激
」
と
い
う
共
通
の
涙
で

あ
っ
た
。
私
た
ち
は
、
こ
う
し
て
別
れ
を
惜
し

む
姿
に
一
層
感
激
す
る
。

　

温
か
い
お
も
て
な
し
は
、
住
民
や
町
外
か
ら

来
て
手
伝
っ
て
く
れ
た
た
く
さ
ん
の
人
々
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
私
た
ち
の

自
慢
は
、
み
ん
な
が
人
々
を
温
か
く
心
か
ら
お

迎
え
し
て
く
れ
る
こ
と
だ
。
参
加
者
の
方
々
か

ら
異
口
同
音
に
「
東
川
の
お
も
て
な
し
は
最
高
」

と
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
「
感
動
、

感
謝
、
感
激
」
。
う
れ
し
い
限
り
で
あ
る
。
皆

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

貸し出し図書
ビデオ紹介

文化交流館
☎82－4245

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストをお受けしています★
1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間

貸し出し検索 

☞  
http://www.lib-finder2.net/higashikawa/servlet/Index

捨て犬・未来と捨て猫・未来（児童書）
今西乃子：著　浜田一男：写真

　『人間に虐待され、障害を持
った捨て犬のわたしを助けてくれ
た麻里子さんは、二度と捨てら
れることのないよう、幸せな未来
を生きられるよう、わたしに「未
来」って名付けてくれた。ある日
飼い主と遊びに行った家で、自
分と同じ名前の由来をもって、同
じ名前になった「捨てネコ・未来
クン」に会ったんだ…』。捨て犬、
捨て猫の姿が、犬や猫の目線で
物語になりました。

マンマ・ミーア！（DVD 映画）
ジェネオン・ユニバーサル・エンターテインメント：発売

　エーゲ海の小島で母親ドナと
２人きりでホテルを営むソフィは、
未婚のドナの元で女手ひとつで
育てられてきた。父親の名前さえ
知らないが、20歳で結婚を決意
した彼女の夢は、まだ見ぬ父と
バージンロードを歩くことだった。
彼女は、母の昔の日記から３人の
父親候補がいることを知り、「会
えば一目で父親を直観できる」と
母に内緒で３人に招待状を送る
が…。（１０９分）

小さい自治体 輝く自治（一般書）
全国小さくても輝く自治体フォーラムの会：編集　自治体研究社：刊

　「平成の大合併」と呼んだ全国的な市町
村合併が叫ばれていた当時、自立の道を選
択した小さな自治体は多かった。そんな自治
体関係者は、その後全国的なネットワーク
「小さくても輝く自治体フォーラム」を立ち上
げた。この本では、フォーラムに加入する自
治体と住民が進めてきた〝わが町、わが村〟
の重点政策を紹介する。住み続けることの
できる地域づくりの実践、顔が見える関係～
住民が幸せな自治体をつくることの意味な
どの紹介例として、東川町の事例、「写真の
町」の地域づくりも取り上げられている。

松
岡
市
郎

「
感
動
、感
謝
、感
激
」あ
り
が
と
う
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大雪山の素顔
大雪山の大（おおい）さ
　「富士山に登って、山岳の高さを語れ。大雪
山に登って、山岳の大さを語れ」。
　旭岳姿見に至るロープウェーの中でも流れて
いるこの言葉、皆さん一度は耳にしたことはあ
るのではないでしょうか？　高知県出身の随筆
家、大町桂月の言葉です。
　環境省職員である私たち自然保護官は、２～
３年ごとに転勤があり、全国各地の国立公園や
鳥獣保護区で勤務します。数ある勤務地の中で
も、広大で原始的な自然を抱く大雪山国立公園
は憧れる人の多い場所の一つです。かくいう私
もそんな人たちの中の一人で、今年３月に東川
勤務が決まった時には、うれしさとともに日本
一広い国立公園の管理を任されることに大きな
責任感を感じていましたが、まだ桂月の語った
その広さに関しては実感が沸いていませんでし
た。
　６月、大雪山国立公園でも次々に山開きが行
われ、本格的な夏山シーズンが到来しました。
公園内では総勢100名を超えるパークボラン
ティア（以下ＰＶ）の方々が活躍しており、私

たち自然保護官もＰＶの方々と一緒に山に登っ
て作業する機会が多くあります。皆さん、長年
大雪山に登っていらっしゃる方々ですので、山
や植物に関する知識がとても豊富で、いつもい
ろいろなことを教えていただいています。
　その日もＰＶの方々と一緒に旭岳に登ってい
ました。「あれが黒岳、あれが赤岳。あそこに
道が見えるでしょ、あそこを通ってずっと行く
と…」と次々に山の名前やその行き方を教えて
いただいています。
　「皆繋がっているんですね」。思わずつぶや
くと「大雪山は広いですよ。でもどこからでも、
どこへでも行けますよ」と答えが返ってきまし
た。前述の有名な桂月の言葉の意味が、初めて
実感を伴って頭に入ってきた瞬間でした。
　大雪山の大さ。赴任して５カ月、まだまだそ
れを十分に体感出来てはいませんが、この広い
大雪山を歩く喜びをかみしめながら、その素晴
らしい自然を守る一助となれれば、と思ってい
ます。

　

物
理
学
者
、
中
谷
宇
吉
郎
が
「
雪
は
天
か

ら
送
ら
れ
た
手
紙
で
あ
る
」
と
い
う
有
名
な

言
葉
を
残
し
、
十
勝
岳
で
雪
の
写
真
を
撮
り

続
け
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
東
川
町
の
大
雪
山
一
帯
に
積
も
っ
た

雪
の
目
方
を
測
る
前
代
未
聞
の
調
査
を
成
し

遂
げ
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

随
筆
集
「
イ
グ
ア
ノ
ド
ン
の
唄
（
う
た
）
」

（
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
文
藝
春
秋
新
社

刊
）
に
「
大
雪
山
の
雪
」
「
雪
は
資
源
で
あ

る
」
「
大
雪
山
の
積
雪
量
調
査
」
が
入
っ
て

い
ま
す
。
「
中
谷
宇
吉
郎
随
筆
選
集
第
二
巻
」

（
１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
朝
日
新
聞
社
刊
）

に
も
前
２
作
を
収
め
て
い
ま
す
。
学
術
書
と

は
違
っ
て
読
み
や
す
く
、
や
わ
ら
か
い
内
容

で
す
。
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

「
昭
和
二
十
二
年
の
秋
の
話
で
あ
る
」

「
敗
戦
後
の
日
本
に
残
さ
れ
た
資
源
の
う
ち

で
一
番
大
き
い
も
の
は
水
で
あ
る
」
「
水
資

源
の
う
ち
で
、
一
番
大
き
い
も
の
は
、
日
本

で
は
ま
ず
雪
で
あ
る
」
「
山
に
あ
る
雪
は
、

と
け
て
水
に
な
っ
て
流
れ
落
ち
る
時
に
、
あ

れ
だ
け
の
雪
を
山
頂
ま
で
持
ち
上
げ
る
の
と

同
量
の
勢
力
（
エ
ネ
ル

ギ
ー
）
を
だ
し
て
く
れ

る
」
。

　

「
あ
れ
は
全
部
お
札
が

積
ん
で
あ
る
よ
う
な
も
の
」

「
一
番
の
財
産
で
あ
る
の

に
、
そ
の
勘
定
を
今
ま
で
一
度
も
し
た
こ
と

が
な
く
、
春
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
全
部
た
だ

で
海
へ
流
し
て
し
ま
っ
て
い
た
」
。

　

大
雪
山
全
体
の
調
査
で
は
事
が
大
き
す
ぎ

る
の
で
、
旭
岳
、
忠
別
岳
、
ト
ム
ラ
ウ
シ
山
、

白
雲
岳
を
源
流
と
す
る
忠
別
川
を
選
び
ま
し

た
。
戦
後
食
糧
難
の
非
常
時
に
、
在
日
米
軍

総
司
令
部
に
空
撮
を
頼
み
ま
し
た
。

　

大
雪
山
に
積
も
る
雪
の
重
さ
を
測
る
と
い

う
突
拍
子
も
な
い
申
し
入
れ
に
、
「
初
め
は

ひ
ど
く
叱
ら
れ
た
」
と
、
お
も
し
ろ
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
続
き
ま
す
。

　

米
軍
の
空
撮
写
真
約
５
０
０
枚
と
北
海
道

大
学
低
温
科
学
研
究
室
、
菅
谷
重
二
博
士
の

実
測
の
お
か
げ
で
、
忠
別
川
水
源
地
帯
の
雪

の
量
は
１
億
９
千
８
０
０
万
ト
ン
と
答
え
が

出
ま
し
た
。

　

忠
別
川
は
１
９
４
７
（
昭
和
22
）
年
８
月

に
氾
濫
し
、
大
被
害
が
出
ま
す
。
そ
の
調
査

も
中
谷
が
指
揮
を
執
り
ま
し
た
。
「
昭
和
22

年
忠
別
川
氾
濫
の
綜
合
的
研
究
」
と
、
雪
の

目
方
を
測
っ
た
「
大
雪
山
積
雪
水
量
及
び
流

出
調
査
」
は
、
中
谷
が
所
長
を
務
め
た
「
農

業
物
理
研
究
所
」
が
１
冊
に
ま
と

め
、
「
大
雪
山
水
系
及
び
洪
水
の

研
究
」
（
１
９
５
０
（
昭
和
25
）

年
）
と
し
て
発
行
し
て
い
ま
す
が
、

こ
ち
ら
は
学
術
的
で
硬
い
内
容
で

す
。

N
atu

re C
o
lu

m
n

（
ネ
ー
チ
ャ
ー 

コ
ラ
ム
）

自
然
ガ
イ
ド
な
ど
で
活
躍
す
る
人
た
ち
を
リ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

大雪山の素顔

N

自

大
雪
山
に
積
も
っ
た
雪
の
目
方
を
測
る

読
み
や
す
い「
イ
グ
ア
ノ
ド
ン
の
唄
」

「
中
谷
宇
吉
郎
随
筆
集
」と
学
術
的

な「
大
雪
山
水
系
及
び
洪
水
の
研
究
」

東川自然保護官事務所自然保護官  岸田 春香

町
史
編
集
専
門
員　
西 

原 

義 

弘
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A word from another worldA word from another worldNo.35

―大学ではどんなことをしていましたか。どんなこ
とに関心がありますか。

テイラー　心理学専攻でしたが、選択授業で日本文
化を学びました。夏目漱石、川端康成、村上春樹な
どを読みました。週末は、スクールマスコットの仕
事をしていました。オゴポゴというドラゴンや炎の
形のかぶり物をして、スポーツイベントで踊ってい
ました。

ハル　日本文化と社会言語学を専攻しました。源氏
物語や蜻蛉（かげろう）日記も読みました。音楽も
大好きで、ピアノやフルートなどを弾きます。ショ
パン、ドビュッシーのほかに、ファイナルファンタ
ジーの音楽が好きで、楽譜をずっと集めています。

―ハルは、日本語が上手ですね。京都の同志社大学
で1年間勉強したそうですが、英語を学習する人の
参考にもなると思うので、
その時の様子を教えてく
ださい。

ハル　毎日、漢字のテス
ト、読解、スピーキン
グ、ライティングなど
をみっちりやりまし
た。このとき初め
て、日本語が第２言
語として身に付いた
と実感を持ちまし
た。何より良か
ったのは、日本
に来て、文化と
言語の両方に、
浸り切れたこと

です。

テイラー　私はまだ、ひらが
なを学んでいるところです
が、これからどんどん覚えて
いこうと思います。ハルが手
伝ってくれるでしょう。

―２人とも日本食が大好き
だそうですね。

ハル　はい。お寿司とお
好み焼きが好きです。納
豆も好きです。

テイラー　和菓子の餡
（あん）が好きです。そ
れとボスのカフェオレ。

―最後に、みなさんにメッセージをお願いします。

ハル　この町は、素晴らしい人ばかり。歓迎しても
らえてうれしいです。みなさんから学びたいし、み
なさんにも私から学んでほしい。

テイラー　東川はカナダのキャンモアに近い町、
ゴールデンによく似ています。とても好きです。た
くさんの人と知り合いになりたい。日本語はまだま
だですが、ちょっと我慢しておつきあいください。

ちょっと豆知識
　テイラーさんは、大学でＡＬＴ募集のポスターを
見た時、必然を感じたそうです。「行かなくちゃ、
と思った」とhave to（～しなければならない） を
連発していました。

　カリン・ストロムさん、ステーシー・フジカワさんに代わって、８月からＪＥＴプログラムの新ＡＬＴ
（外国語指導助手）としてテイラー・バネットさん（22）、ヘイリー・ストゥツさん（22）２人が赴任
しました。昨年から主に東川高校で英語を教えているカトリーナ・カイラさん（31）と一緒に、３
人で町内の学校で英語指導をしてくれます。今月は、ともに日本文化大好きで、大学で心理学を
学んできたテイラーさん、同志社大学に留学経験のあるヘイリーさん（通称ハル）のご紹介です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （聞き手は東川町英語教育指導員、宮地晶子さん）

ハフ　 トゥー

Miss Hailey Stutz（ヘイリー・ストゥ
ツさん）
　アメリカ・ミシガン州カラマズー
市出身、22歳。カラマズー大学卒業
（東アジア学）、２０１２年同志社大
学留学。趣味はフィギュアスケー
ト。日本文化大好きで日本語会話も
堪能。

Miss Taylor Burnett（テイラー・
バネットさん）
　カナダ・ブリティッシュコロンビア
州コローナ市出身、22歳。ブリティッ
シュコロンビア大学卒業（心理
学）。趣味は日本の少女コミックと
着物収集、着物づくり。
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　 俳　

句

に
っ
こ
に
こ
タ
ラ
イ
の
海
で
水
あ
そ
び

紫
陽
花
の
昨
夜
の
雨
に
も
毬
た
も
ち

ボ
ク
二
歳
肩
ぐ
る
ま
し
て
踊
り
ま
す

お
お
ら
か
な
長
寿
の
村
の
踊
か
な

盆
踊
り
二
重
が
三
重
と
地
域
の
和

踊
り
の
輪
着
慣
れ
た
ゆ
か
た
の
裾
さ
ば
き

そ
の
人
の
白
き
指
先
盆
踊
り

夏
の
田
に
し
ず
し
ず
歩
む
鷺
一
羽

全
校
生
越
中
踊
り
楽
し
げ
に

踊
り
き
て
街
の
空
気
に
溶
け
て
ゆ
く

踊
り
見
る
後
ろ
姿
に
母
の
居
て

縁
側
の
小
さ
き
森
や
つ
り
し
の
ぶ

輪
踊
り
の
先
陣
切
っ
て
老
人
会

開
拓
の
志
が
受
け
継
ぐ
踊
の
輪

笛
太
鼓
齢
は
す
て
お
け
踊
り
の
輪

あ
ふ
れ
出
る
幸
せ
頬
ば
る
水
蜜
桃

十
重
二
十
重
子
等
の
手
泳
ぐ
踊
り
の
輪

良
薬
は
優
し
い
言
葉
大
暑
の
日

大
地
よ
り
ひ
ら
り
と
お
ど
る
亜
麻
の
花

山　
内　
み　
ゆ

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
ろ　
ば

高　
橋　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

保　
科　
な　
ほ

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

横　
田　
則　
子

若　
田　
　
　
久

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

若　
田　
　
　
郁

本　
田　
　
　
咲

佐
々
木　
里　
恵

俳　

句

俳　

句

　

第
三
尋
常
小
学
校
を
卒
業
後
、
15
歳
で

志
願
し
て
旧
日
本
海
軍
の
横
浜
・
武
山
海

兵
団
に
入
隊
。
１
年
ほ
ど
で
終
戦
を
迎
え
、

帰
郷
後
に
入
植
２
代
目
の
父
親
の
左
官
業

を
継
ぎ
ま
し
た
。

　

戦
後
の
食
糧
難
時
代
、
左
官
業
の
傍
ら
、

近
所
の
水
田
を
買
っ
て
耕
作
。
間
も
な
く

１
９
４
７
（
昭
和
22
）
年
ご
ろ
、
五
線
の

沢
一
帯
の
道
有
林
を
森
林
火
災
な
ど
災
害

か
ら
守
る
た
め
森
林
愛
林
組
合
を
組
織
、

10
年
間
組
合
長
を
務
め
ま
し
た
。
町
内
最

後
の
愛
林
組
合
長
で
し
た
。

　

そ
の
間
、
ま
じ
め
な
性
格
と
左
官
の
腕

を
見
込
ま
れ
て
地
元
の
建
設
会
社
、
藤
田

組
に
入
社
。
30
年
間
勤
め
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
高
齢
者
事
業
団
で
働
き
、
農
繁

期
に
は
今
も
知
人
の
農
作
業
を
手
伝
っ
て

い
ま
す
。

　

趣
味
は
働
く
こ
と
と
野
菜
作
り
。
自
宅

６
０
０
坪
（
約
２
０
０
０
平
方
㍍
）
の
畑

で
は
、
ト
マ
ト
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
大
根
、

じ
ゃ
が
芋
、
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
が
次
々
と
収

穫
期
を
迎
え
野
菜
が
い
っ
ぱ
い
。
「
野
菜

作
り
は
負
け
な
い
よ
」
。

　

は
つ
よ
さ
ん
は
、
す
ぐ
前
が
海
だ
っ
た

と
い
う
青
森
県
北
金
ヶ
沢
（
西
津
軽
郡
深

浦
町
）
の
前
浜
育
ち
。
漁
師
一
家
で
育
っ

た
気
風
の
良
さ
で
、
い
つ
も
元
気
に
一
家

を
支
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

「
内
地
の
人
は
、
若
い
時
み
ん
な
防
波

堤
か
ら
海
に
飛
び
込
ん
で
泳
い
だ
も
ん

さ
」
。

　

結
婚
50
年
、
長
年
仕
出
し
料
理
店
で
働

い
て
い
た
と
い
う
料
理
の
腕
前
と
、
３
月

ま
で
副
会
長
だ
っ
た
喜
楽
ク
ラ
ブ
で
教
え

て
い
た
と
い
う
日
本
舞
踊
の
踊
り
自
慢
で

す
。

人
生
を
拓
く

は
ら   

や   　

     

し
げ
る

原
谷 　

茂
さ
ん
（
88
）
、
は
つ
よ
さ
ん
（
85
）
＝
35
区

ひ
ら

４
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くら
し ・

ネ
ット
ワ
ー
ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

人
の
う
ご
き
　７
月
16
日
～
８
月
15
日

（
敬
称
略
、
掲
載
は
ご
承
諾
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
）

　 父 秀
章
智
弘
裕
之
旭
人

　 母 碧 芳
苗
郁
恵

い
ず
み

　 行政
区

南
町
２
丁
目

29
区

11
区

22
区

お
誕
生

生ま
れた
子

大
岩
　
叶
実

正
垣
　
玲
三
郎

日
下
　
愛
理

滝
本
　
倖
大

お
お
い
わ
　
   か
   の

し
ょ
う
が
き
 れ
い
さ
ぶ
ろ
う

  く
さ
か
　
    
あ
い
り

た
き
も
と
　
こ
う
だ
い

都
市
建
設
課

公
共
工
事
の
入
札
結
果
　
町
発
注
の
公
共
工
事
入
札
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

7月
30
日
旭
岳
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス
整
備
工
事

花
本
建
設
㈱

31
,3
20
,0
00

指
名
競
争
入
札

〃
阿
波
団
体
道
路
改
良
（
第
1工
区
）

花
本
建
設
㈱

43
,7
40
,0
00

〃

〃
東
忠
別
地
区
飲
料
水
供
給
施
設
整
備
工
事
（
第
1工
区
）
㈱
成
田
工
業
所

42
,2
71
,2
00

〃

〃
東
忠
別
地
区
飲
料
水
供
給
施
設
整
備
工
事
（
第
2工
区
）
大
明
建
設
㈱

29
,7
00
,0
00

〃

〃
防
犯
灯
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
整
備
工
事
（
市
街
地
地
区
）
㈱
東
川
電
気
工
事

11
,8
80
,0
00

〃

市
街
地
道
路
排
水
施
設
等
改
修
工
事

藤
田
建
設
工
業
㈱

19
,4
40
,0
00

〃
同
月
12
日

公
園
3丁
目
道
路
舗
装
工
事

花
本
建
設
㈱

7,
99
2,
00
0

〃
8月
8日

花
本
建
設
㈱

〃
西
6号
1丁
目
道
路
舗
装
工
事

11
,5
56
,0
00

〃

入
札
日

設
　
備
　
名
　
等

請
負
業
者

請
負
価
格

（
税
込
み
、円
）

契
約
方
法
等

　 （
前
月
比
－

（
前
月
比
＋

（
前
月
比
－

（
前
月
比
±

　
7,9
13
人

3,6
87
人

4,2
26
人

3,4
78
戸 2人 7人 22
人

18
人

　
1人
）

3人
）

4人
）

0戸
）

人
口
・
世
帯
数
　
7月
末
日
現
在

人
　
口
／

　
男
　
／

　
女
　
／

世
帯
数
／

出
　
生
／

死
　
亡
／

転
　
入
／

転
　
出
／

　 行政
区

東
町
２
丁
目

12
区

北
町
２
丁
目

17
区
西
町

22
区

　 歳 99
歳

81
歳

82
歳

81
歳

85
歳

お
く
や
み

亡き
人

尾
池
　
マ
サ
子

南
島
　
登
喜

渡
邊
　
𠮷
雄

中
西
　
義
光

吉
原
　
ア
サ

届出
人

尾
池
　
美
智
子

南
島
　
恵
三

渡
部
　
英
子

中
西
　
定
子

吉
原
　
春
光

歳 、 7
0 歳 、 7
5 歳 、 8
0 歳 な ど 、 節 目

年 齢 の 方 が 無 料 対 象 で す （ 来 年 ３

月 3
1 現 在 ま で の 年 齢 、 １ ０ １ 歳 以

上 は 全 員 無 料 ） 。

　 対 象 年 齢 以 外 の 方 は 有 料 で す が 、

ワ ク チ ン 接 種 に よ っ て 肺 炎 予 防 、

肺 炎 に か か っ て も 軽 い 症 状 で 済 む

効 果 が 期 待 で き ま す 。 ぜ ひ ワ ク チ

ン 接 種 を お 受 け く だ さ い （ 無 料 接

種 の 方 は 年 を 追 っ て 順 次 節 目 年 齢

の 方 が 対 象 と な り ま す ） 。

　 肺 炎 球 菌 は 、 通 常 は の ど や 鼻 に

常 に い る 細 菌 で す が 、 高 齢 に な る

に し た が っ て 肺 炎 、 中 耳 炎 な ど を

引 き 起 こ す 原 因 菌 と な り ま す 。 特

に 高 齢 者 の 方 の 細 菌 性 肺 炎 の 原 因

の 多 く を 占 め て い ま す 。

　 接 種 後 、 免 疫 （ 抗 体 ） が で き る

ま で 平 均 で 約 ３ 週 間 か か り ま す 。

１ 回 の 接 種 で ５ 年 以 上 免 疫 が 持 続

す る と い わ れ ま す 。

　 た だ し ① 体 温 が 3
7 ・ ５ 度 以 上 ②

重 篤 な 急 性 疾 患 に か か っ て い る ③

過 去 に 予 防 接 種 後 ２ 日 以 内 に 発 熱

ま た は ア レ ル ギ ー 症 状 が み ら れ た

④ 過 去 ５ 年 以 内 に 肺 炎 球 菌 ワ ク チ

ン の 接 種 を 受 け た こ と が あ る ⑤ そ

の 他 医 師 が 不 適 当 と 判 断 し た 場 合

― は 接 種 で き ま せ ん 。

接 種 期 間 　 来 年 ３ 月 末 日 ま で （ 年

　 末 年 始 、 祝 日 の 休 診 期 間 を 除 く

　 毎 週 月 〜 金 曜 日 ） 　

時 間 　 午 前 ９ 時 〜 午 後 ４ 時 半

場 所 　 町 立 診 療 所 （ 要 予 約 ）

　 同 フ ォ ー ラ ム 開 催 に ち な ん

で 、 期 間 中 東 ア ジ ア 写 真 文 化 国 際

フ ォ ー ラ ム 開 催 記 念 写 真 展 （ 文 化

ギ ャ ラ リ ー 、 モ ン ベ ル 大 雪 ひ が し

か わ 店 ） 、 旧 秋 山 邸 ア ー ト プ ロ

ジ ェ ク ト （ 旧 秋 山 金 物 店 跡 空 き 店

舗 ） も 開 催 し ま す 。

日 時 　 ９ 月 2
0 日 （ 土 ） 午 後 1 時 か

　 ら 、 同 月 2
1 日 （ 日 ） 午 前 1
0 時 か

　 ら
場 所 　 農 村 環 境 改 善 セ ン タ ー な ど

内 容 　 ▼ 第 １ 日 　 基 調 講 演 、 海 外

写 真 家 に よ る レ ビ ュ ー 、 写 真 文

化 推 進 連 絡 協 議 会 総 会 ▼ 第 ２ 日

　 基 調 講 演 、 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ

シ ョ ン

 保 健 福 祉 課 か ら

　 福 祉 の こ と と 申 請 の お 問 い 合 わ

せ は 社 会 福 祉 室 ☎ （ 内 線 ５ ０ ２ 、

５ ０ ３ ） 、 健 康 と 食 の こ と は 保 健

指 導 室 ☎ （ 内 線 ５ ０ ４ 〜 ５ ０ ７ ） 、

高 齢 者 介 護 は 地 域 包 括 支 援 セ ン

タ ー ☎ （ 内 線 ５ ０ ８ 、 ５ ０ ９

高 齢 者 の 肺 炎 球 菌 予 防 ワ ク チ ン

無 料 接 種 始 ま る

　 6
5 歳 以 上 の 高 齢 者 を 対 象 と し て 、

肺 炎 球 菌 の 繁 殖 を 予 防 す る た め の

肺 炎 球 菌 予 防 ワ ク チ ン 無 料 接 種 が

1
0 月 か ら ス タ ー ト し ま す 。

　 6
5 歳 以 上 を 対 象 に 、 今 年 か ら ５

年 間 で 段 階 的 に 接 種 料 金 の 無 料 化

を 進 め ま す 。 初 年 度 の 今 年 は 、 6
5

費 用 　 7
5 歳 以 上 の 町 民 は ５ ０ ０ 円

　 （ １ 回 、 6
5 歳 以 上 の 節 目 年 齢 の

　 方 と 生 活 保 護 受 給 者 は 無 料 ）

持 ち 物 　 健 康 保 険 証 、 運 転 免 許 証

　 な ど 身 分 証 明 で き る も の

そ の 他 　 6
5 〜 7
4 歳 ま で で 主 治 医 が

接 種 を 認 め た 方 は 、 ５ ０ ０ 円 で

接 種 可 能 。 町 立 診 療 所 の 医 師 が

主 治 医 の 場 合 は 主 治 医 と 要 相 談 。

町 立 診 療 所 以 外 の 主 治 医 の 方 は

医 師 の 証 明 書 が 必 要 。 ○ 呼 吸

器 疾 患 ○ 慢 性 心 不 全 ○ 慢 性 肝 疾

患 ○ 病 気 や 免 疫 抑 制 療 法 の た め

感 染 症 に か か り や す い 方 ○ 脾 臓

（ ひ ぞ う ） 摘 出 な ど で 機 能 不 全

の あ る 方 ― 。 7
4 歳 以 下 で 対 象 者

以 外 の 任 意 接 種 の 方 は 、 接 種 料

金 ８ 千 ６ ２ ０ 円 か か り ま す （ 町

立 診 療 所 の 場 合 ） 。

給 付 金 詐 欺 に ご 用 心

　 町 の 職 員 や 裁 判 所 、 弁 護 士 な ど

を か た っ て 銀 行 振 り 込 み を 要 求 し

た り 、 現 金 の 払 い 込 み を 要 求 す る

電 話 が か か っ た り 、 郵 便 物 が 届 い

た 時 に は 、 最 寄 り の 警 察 署 、 ま た

は 警 察 相 談 専 用 電 話 （ ☎ ＃ ９ １ １

０ ） に ご 連 絡 く だ さ い 。  

　 町 が 手 数 料 振 り 込 み を 求 め る こ

と は 絶 対 に あ り ま せ ん 。 町 の 職 員

が Ａ Ｔ Ｍ （ 銀 行 、 コ ン ビ ニ な ど の

現 金 自 動 支 払 い 機 ） の 操 作 を お 願

い す る こ と は 絶 対 に あ り ま せ ん 。

　 Ａ Ｔ Ｍ を 自 分 で 操 作 し て 、 他 人

礎 年 金 （ 6
5 歳 か ら の 年 金 ） の 受 け

取 り が 少 な く な っ て し ま い ま す 。

　 そ こ で 減 額 に な っ た 年 金 額 を 少

し で も 増 額 し て 満 額 に 近 い 年 金 を

受 給 す る こ と が で き る よ う に す る

た め 、 免 除 ま た は 猶 予 さ れ た 期 間

の 保 険 金 を 追 納 し ま し ょ う 。

　 免 除 ま た は 猶 予 を 受 け て い た 期

間 か ら 1
0 年 以 内 で あ れ ば 、 さ か の

ぼ っ て 過 去 の 未 納 分 の 保 険 料 を 古

い 月 分 か ら 納 め る こ と が で き ま す 。

　 た だ し 、 免 除 等 の 承 認 を 受 け た

期 間 の 翌 年 度 か ら 起 算 し て ３ 年 度

目 以 降 の 場 合 、 当 時 の 保 険 料 額 に

加 算 額 が 上 乗 せ に な り ま す 。 法 定

免 除 、 申 請 免 除 期 間 の 中 で は 、 先

に 経 過 し た 月 分 か ら 納 め る こ と に

な り ま す 。

　 ご 相 談 は 、 旭 川 年 金 事 務 所 ☎ 7
2

│ ５ ０ ０ ４

満 額 の 国 民 年 金 を も ら う た め に

保 険 料 の 追 納 を

　 国 民 年 金 制 度 で は 、 保 険 料 の 免

除 ま た は 猶 予 に よ っ て 、 納 め る 年

金 保 険 料 を 一 時 的 に 少 な く す る こ

と が で き ま す 。 し か し 保 険 料 の 支

払 い が 少 な い 分 、 将 来 受 け 取 る 年

金 額 も 少 な く な っ て し ま い ま す 。

将 来 の 年 金 額 を 少 し で も 満 額 の 年

金 に 近 づ け る た め 、 保 険 料 の 追 納

制 度 を 活 用 し ま し ょ う 。

　 一 時 的 に 年 金 保 険 料 を 少 な く し

て 保 険 料 の 支 払 い 負 担 を 軽 減 す る

方 法 は 、 ① 免 除 （ 全 額 免 除 、 一 部

免 除 、 法 定 免 除 ） ② 若 年 者 納 付 猶

予 ③ 学 生 納 付 特 例 ― が あ り ま す 。

　 こ の 期 間 は 受 給 資 格 期 間 （ ３ ０

０ 月 ＝ 2
5 年 間 以 上 必 要 ） に 算 定 さ

れ ま す 。 し か し こ の 間 の 保 険 料 支

払 い は 、 本 来 の 納 入 額 よ り 少 な い

額 を 納 め て い る の で 、 将 来 の 年 金

額 に は そ の 分 反 映 さ れ ず 、 老 齢 基

 議 会 事 務 局 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は ☎ 内 線 ３ １ １

町 議 会 第 ３ 回 定 例 会 の 開 会

　 町 議 会 第 ３ 回 定 例 会 は ９ 月 1
6 日

（ 火 ） 、 会 期 ４ 日 間 の 日 程 で 開 会

予 定 で す 。

　 本 会 議 は 1
6 、 1
9 日 の ２ 日 間 、 い

ず れ も 午 前 ９ 時 半 か ら 開 会 し ま す 。

1
7 、 1
8 日 は 常 任 委 員 会 を 予 定 し て

い ま す 。

　 開 会 中 、 一 般 質 問 、 条 例 改 正 、

一 般 会 計 等 の 補 正 予 算 、 2
5 年 度 一

般 会 計 ほ か ４ 特 別 会 計 の 決 算 な ど

を 審 議 予 定 で す 。

 定 住 促 進 課 か ら

　 各 種 届 け 出 は 住 民 室 ☎ 内 線 １ １

１

 企 画 総 務 課 、 教 育 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は ☎ 内 線 ２ ２ １ 、

５ ８ １

新 東 川 小 学 校 と 地 域 交 流 セ ン

タ ー の 落 成 記 念 餅 ま き

　 新 東 川 小 学 校 と 、 棟 続 き で 新 設

に な っ た 東 川 町 地 域 交 流 セ ン タ ー

の 完 成 に 伴 っ て 1
0 月 1
1 日 、 両 施 設

落 成 式 を 行 い ま す 。 当 日 は 併 せ て

開 拓 １ ２ ０ 年 記 念 町 民 大 餅 ま き 、

校 内 見 学 会 、 地 域 交 流 会 を 行 い ま

す 。 ど う ぞ ご 参 加 く だ さ い 。

日 時 　 ① 落 成 式 　 1
0 月 1
1 日 （ 土 ）

　 午 前 1
0 時 か ら ② 餅 ま き 　 同 日 同

　 1
1 時 か ら ③ 校 内 見 学 会 　 同 日 同

　 1
0 時 か ら 午 後 １ 時 ④ 地 域 交 流 会

　 同 日 午 後 １ 時 半 か ら 同 ２ 時 1
5 分

場 所 　 ① 落 成 式 、 餅 ま き 　 新 東 川

　 小 学 校 体 育 館 （ 餅 ま き は 晴 天 時

　 グ ラ ウ ン ド ） ② 校 内 見 学 会 　 新

　 校 舎 施 設 ③ 地 域 交 流 会 　 新 小 学

　 校 内

 写 真 の 町 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は ☎ 内 線 ５ ９ １ 、

５ ９ ２

東 ア ジ ア 写 真 文 化 国 際 フ ォ ー ラ

ム を 開 催

　 東 川 町 、 東 川 町 写 真 の 町 実 行 委

員 会 （ 会 長 ・ 松 岡 市 郎 町 長 ） は ９

月 2
0 、 2
1 の 両 日 、 東 ア ジ ア 写 真 文

化 国 際 フ ォ ー ラ ム を 開 催 し ま す 。

探 検 家 ・ 写 真 家 、 石 川 直 樹 氏 の 基

調 講 演 、 （ 公 社 ） 日 本 写 真 協 会 業

務 執 行 理 事 ・ フ ォ ト デ ィ レ ク タ ー 、

大 平 温 氏 ら を 交 え て パ ネ ル デ ィ ス

カ ッ シ ョ ン 、 海 外 ゲ ス ト 写 真 家 に

よ る レ ビ ュ ー 、 写 真 文 化 推 進 連 絡

協 議 会 総 会 な ど を 予 定 し て い ま す 。

参 加 ご 希 望 の 方 は 別 添 の 案 内 チ ラ

シ に 添 付 の 参 加 申 込 書 で お 申 し 込

み く だ さ い 。
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日
㈭
、2
1日
㈮

午
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～
同
9時
（
30
分
ご
と
に
受
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付
け
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10
月
16
日
㈭
、1
1月
17
日
㈪
、来
年
２
月
４
日
㈬

午
前
7時
50
分
集
合

日
時

締
め
切
り

11
月
６
日
㈭
ま
で

希
望
日
の
2週
間
前
ま
で

特
定
健
診
、が
ん
検
診
（
後
期
集
団
検
診
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  保
健
福
祉
課

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

締 め 切 り 　 ９ 月 ８ 日 （ 月 ）

内 容 　 ① 写 真 　 ○ 子 育 て 家 族 の 力

　 （ 子 育 て 家 庭 の 絆 、 子 ど も と 深

　 め る 家 族 の 絆 ） ○ 子 育 て を 応 援

　 す る 地 域 の 力 （ 地 域 ぐ る み で 子

　 育 て 支 援 ） ② 手 紙 、 メ ー ル 　 ○

　 小 学 生 の 部 ○ 中 、 高 校 生 の 部 ○

　 一 般 の 部

表 彰 　 募 集 テ ー マ 、 区 分 ご と に 最

　 優 秀 賞 １ 点 、 優 秀 賞 ５ 点 以 内 。

　 い ず れ も 、 内 閣 府 少 子 化 対 策 担

　 当 大 臣 表 彰 と 副 賞 。

お 問 い 合 わ せ 　 内 閣 府 の 家 族 の 日 、

　 家 族 の 週 間 ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載

　 予 定

http://www8.cao.go.jp/shoushi
/shoushika/family/summary/s
yushi.html

 幼 児 セ ン タ ー か ら

　 申 し 込 み 、 お 問 い 合 わ せ は

地 域 子 育 て 支 援 セ ン タ ー ☎ 8
2 │

5 1 0 0

子 育 て 講 座 「 ス ト レ ッ チ 」

　 子 育 て か ら 少 し 離 れ て 心 や 体 の

リ フ レ ッ シ ュ を し ま し ょ う 。   

日 時 　 ９ 月 ５ 日 （ 金 ） 午 前 1
0 時 〜

　 同 1
1 時

場 所 　 子 育 て 支 援 セ ン タ ー

内 容 　 ス ト レ ッ チ

対 象 　 子 育 て 中 の 保 護 者

定 員 　 1
0 組 程 度 （ 要 予 約 、 託 児 あ

　 り ）

か ら お 金 を 振 り 込 ん で も ら う こ と

は 絶 対 に で き ま せ ん 。 公 的 な 給 付

金 の 支 給 を 受 け る た め に 、 お 金 を

振 り 込 ま な け れ ば な ら な い と い う

こ と は 絶 対 に あ り ま せ ん 。

女 性 に 対 す る 暴 力 の 相 談 窓 口 が

あ り ま す

　 女 性 の 約 1
0 人 に 1 人 が 「 配 偶 者

か ら の 暴 力 」 に 悩 み 苦 し ん で い る

と い わ れ ま す 。

　 女 性 に 対 す る さ ま ざ ま な 暴 力 に

対 し て 各 機 関 の 相 談 窓 口 が あ り ま

す 。 早 め の 相 談 が 問 題 解 決 へ の 第

一 歩 。 配 偶 者 か ら の 暴 力 （ 言 葉 の

暴 力 含 む ） 、 職 場 の セ ク シ ャ ル ・

ハ ラ ス メ ン ト 、 ス ト ー カ ー 行 為 な

ど 、 内 容 に よ っ て 適 切 な 相 談 窓 口

が あ り ま す 。

　 相 談 ナ ビ ダ イ ヤ ル は ☎ ０ ５ ７ ０

│ ０ │ ５ ５ ２ １ ０ （ 各 種 窓 口 の ご

案 内 ） 、 役 場 保 健 福 祉 課 保 健 指 導

室 ま で 。

家 族 の 日 、 家 族 の 週 間 作 品 募 集

　 内 閣 府 で は 、 家 族 や 地 域 の 大 切

さ に 関 す る 作 品 コ ン ク ー ル の 実 施

に 当 た っ て 作 品 を 募 集 し ま す 。

　 1
1 月 第 ３ 日 曜 日 を 「 家 族 の 日 」 、

そ の 前 後 各 １ 週 間 を 「 家 族 の 週 間 」

と 定 め 、 子 育 て 家 族 や そ の 家 族 を

支 え る 地 域 の 大 切 さ へ の 理 解 を 深

め て も ら う の が 目 的 で す 。

募 集 　 ① 手 紙 ② 写 真 、 メ ー ル

「 よ ち よ ち 教 室 〜 お 父 さ ん も 遊 ぼ

う 〜 」 の お 知 ら せ

　 仕 事 で 忙 し い お 父 さ ん 、 赤 ち ゃ

ん と の 遊 び 方 、 子 育 て で 困 っ て い

る こ と 、 悩 ん で い る こ と な ど を 一

緒 に 話 し 合 い ま し ょ う 。 先 輩 お 父

さ ん を 囲 ん で 交 流 会 も あ り ま す 。

日 時 　 ９ 月 2
7 日 （ 土 ） 午 前 1
0 時 〜

　 正 午

場 所 　 子 育 て 支 援 セ ン タ ー プ レ ー

　 ル ー ム

内 容 　 赤 ち ゃ ん 体 操 、 お も ち ゃ づ

　 く り （ 靴 下 人 形 ）

対 象 　 ０ 歳 児 の お 子 さ ん と 保 護 者

定 員 　 1
5 組 程 度 （ 要 予 約 ）

持 ち 物 　 婦 人 用 の ソ ッ ク ス １ 足

◆ ・ ◆ ・ ◆ ・ ◆ ・ ◆ ・ ◆ ・ ◆ ・ ◆

選 挙 管 理 委 員 会 委 員 の 変 更

東 川 町 選 挙 管 理 委 員 会

　 東 川 町 選 挙 管 理 委 員 会 （ 水 野 忠

昭 委 員 長 ） は ８ 月 １ 日 、 盛 永 光 義

前 委 員 の 退 任 に 伴 っ て 補 充 員 の 堀

部 邦 夫 氏 （ 6
6 ） ＝ 3
4 区 ＝ が 委 員 に

就 任 し ま し た 。

東 川 町 交 通 安 全 協 会 が 道 警 本 部

長 感 謝 状

　 東 川 町 交 通 安 全 協 会 （ 藤 田 裕 三

会 長 ） は こ の ほ ど 、 長 年 の 交 通 安

全 の 普 及 高 揚 活 動 に 対 し て 北 海 道

警 察 本 部 （ 坂 明 本 部 長 ） か ら 感 謝

状 を 受 け ま し た 。

講 師 　 ア ス レ チ ッ ク イ ン ス ト ラ ク

　 タ ー 、 荒 川 由 佳 理 さ ん   

持 ち 物 　 バ ス タ オ ル １ 枚 、 飲 み 物

米 粉 を 使 っ て 「 食 育 ク ッ キ ン グ 」

　 米 粉 を 使 う 料 理 教 室 で す 。 旭 川

短 大 食 物 栄 養 専 攻 の 学 生 と 交 流 し

な が ら ク ッ キ ン グ し ま す 。

日 時 　 ９ 月 1
1 日 （ 木 ） 午 前 1
0 時 〜

　 正 午

場 所 　 保 健 セ ン タ ー 調 理 室

内 容 　 米 粉 を 使 っ た ク ッ キ ン グ

対 象 　 子 育 て 中 の 方 と お 子 さ ん

定 員 　 1
0 組 程 度 （ 要 予 約 ）  

講 師 　 旭 川 大 学 短 期 大 学 部 、 豊 島

　 琴 恵 教 授

音 感 講 座 「 お ん が く で 心 も 身 体 も

ハ ッ ピ ー に ♪ 」

　 親 子 で 楽 し く 参 加 で き る 音 感 講

座 で す 。 か ら だ 全 身 で 音 楽 を 感 じ

ま し ょ う ね 。

日 時 　 ９ 月 1
9 日 （ 金 ） 午 前 1
0 時 〜

　 同 1
1 時 3
0 分

内 容 　 音 楽 に 合 わ せ て 体 を 動 か し

　 ま す

対 象 　 １ 歳 ６ カ 月 以 上 の お 子 さ ん

　 と 保 護 者

定 員 　 1
5 組 程 度 （ 要 予 約 ）

講 師 　 元 カ ワ イ 音 楽 教 室 講 師 、 大

　 泉 千 晶 さ ん

猪 股 さ ん に 小 西 健 二 奨 学 金

　 今 年 の 小 西 健 二 奨 学 金 授 与 の 該

当 者 は 、 東 京 外 国 語 大 学 に 進 学 し

た 猪 股 日 菜 子 さ ん （ 1
8 ） に 決 ま り 、

８ 月 ４ 日 、 役 場 町 長 室 で 松 岡 市 郎

町 長 が 猪 股 さ ん に 現 金 2
0 万 円 を 贈

呈 し ま し た 。

　 今 年 ３ 月 、 旭 川 東 高 校 を 卒 業 後 、

東 京 外 国 語 大 学 に 進 学 。 国 際 社 会

学 部 で 中 国 語 を 学 ん で い ま す 。 高

校 ３ 年 生 の 時 、 中 国 か ら 来 町 し て

い た 町 の 前 文 化 交 流 員 、 王 雪 （ ワ

ン ・ シ ュ エ ） さ ん に ５ カ 月 間 中 国

語 を 習 っ て い ま し た 。

　 東 洋 医 学 に 興 味 を 持 ち 、 将 来 は

中 国 医 学 を 学 ん で 漢 方 医 に な る こ

と が 目 標 だ そ う で す 。 そ の た め 卒

業 後 は 中 国 留 学 を 目 指 し て い る そ

う で す 。

　 「 上 海 に 行 き た い 。 漢 方 医 に な

る た め に 理 系 の 勉 強 も し た い 」 な

ど と 夢 を 話 し ま し た 。

　 現 在 、 大 学 で は 中 国 語 会 話 の サ

ー ク ル と 、 日 本 語 学 習 支 援 の ボ ラ

ン テ ィ ア 活 動 を し て お り 、 「 6
0 人

の 子 ど も た ち に 日 本 語 を 教 え て い

ま す 」 と 積 極 的 な キ ャ ン パ ス ラ イ

フ の よ う で す 。

町 内 対 抗 の 球 技 大 会 で 親 睦

　 ８ 月 1
7 日 、 Ｂ ＆ Ｇ 海 洋 セ ン タ ー

と 町 民 運 動 公 園 で 第 4
2 回 東 川 町 地

域 親 睦 球 技 大 会 を 開 き ま し た 。

　 ソ フ ト ボ ー ル 、 ミ ニ バ レ ー ２ 競

技 に ６ チ ー ム ず つ 参 加 し ま し た 。

日 中 の 気 温 は 2
7 度 （ 午 後 ３ 時 ） ま

で 上 が る 天 候 に 恵 ま れ 、 地 区 対 抗

の ス ポ ー ツ 交 流 を 深 め ま し た 。

　 結 果 は 次 の 通 り 。

▼ ソ フ ト ボ ー ル の 部 　 ① ニ ュ ー パ

　 ワ ー 北 町 ３ 丁 目 ② 東 川 第 一 ③ 東

　 川 第 三 ④ 西 部

▼ ミ ニ バ レ ー の 部 　 ① 第 一 Ａ ② キ

　 ト ウ シ Ａ ③ 西 部 ④ 第 一 Ｂ

東 川 中 学 校 吹 奏 楽 部 が 全 道 吹 奏

楽 コ ン ク ー ル に 出 場

　 ８ 月 ２ 、 ３ の 両 日 、 旭 川 市 民 文

化 会 館 で 行 わ れ た 北 海 道 吹 奏 楽 コ

ン ク ー ル 旭 川 地 区 予 選 で 、 東 川 中

学 校 吹 奏 楽 部 （ 指 揮 ・ 中 家 俊 幸 先

生 、 3
5 人 ） が 中 学 校 Ｂ 編 成 で 見 事

旭 川 地 区 代 表 （ ３ 校 ） と し て 全 道

吹 奏 楽 コ ン ク ー ル 出 場 が 決 ま り ま

し た 。

　 旭 川 地 区 予 選 は 、 中 学 校 Ｂ 編 成

の 部 に 1
4 校 が 出 場 。 東 川 中 学 校 は 、

自 由 曲 「 マ ゼ ラ ン へ の 未 知 な る 大

陸 へ の 挑 戦 」 （ 樽 屋 雅 徳 作 曲 ） で

地 区 代 表 金 賞 を 受 賞 し ま し た 。

　 全 道 大 会 の 第 5
9 回 北 海 道 吹 奏 楽

コ ン ク ー ル は 、 ９ 月 ４ 日 か ら ４ 日

間 、 札 幌 コ ン サ ー ト ホ ー ル Ｋ ｉ ｔ

ａ ｒ ａ （ 札 幌 中 島 公 園 ） で 開 か れ 、

中 学 校 の 部 は 期 間 中 の ６ 日 行 わ れ

ま す 。

救 急 講 習 会 の 開 催
大 雪 消 防 組 合 東 消 防 署

　 ９ 月 ９ 日 の 「 救 急 の 日 」 に ち な

ん で 、 救 急 講 習 会 を 開 き ま す 。

　 Ａ Ｅ Ｄ （ 自 動 体 外 式 除 細 動 器 ）

の 扱 い 方 を 知 っ て い れ ば 、 予 期 し

な い 救 急 、 急 病 の 現 場 に 遭 遇 す る

時 、 身 近 な 方 の 大 切 な 命 を 救 う こ

と が で き る か も し れ ま せ ん 。 取 り

扱 い 方 は 簡 単 で す 。 ぜ ひ 講 習 を お

受 け く だ さ い 。 受 講 修 了 し た 方 に

参 加 証 カ ー ド を 差 し 上 げ ま す 。 21
20

Hi
ga

sh
ik

aw
a 

 2
01

4 
 S

ep
te

m
be

r
H

ig
as

hi
ka

w
a 

 2
01

4 
 S

ep
te

m
be

r



社 協 だ よ り

　

温 か い 善 意 あ り が と う

ご ざ い ま す

　 ７ 月 16 日 か ら ８ 月 15 日 ま で

に ご 寄 付 を い た だ き ま し た 方

は 次 の と お り で す 。

《 ご 香 典 の 返 礼 に か え て 》

1
2 区 　 　 　 　 　 南 島 　 恵 三 様

1
7 西 町 　 　 　 　 中 西 　 定 子 様

北 町 ２ 丁 目 　 　 丹 野 久 美 子 様

「 く ら し の 相 談 」 を ご 利 用

く だ さ い

　 困 っ て い る こ と 、 悩 み ご と の

ご 相 談 に お 応 え し ま す 。 秘 密 は

守 ら れ ま す 。 事 前 に ご 連 絡 く だ

さ い 。 ☎ 8
2 │ ７ ５ ０ ５

今 月 の 相 談 員 は 次 の と お り で す 。

馬 　 場 　 　 　 猛

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

山 美 愛 さ ん 、 丸 山 祐 花 さ ん 。 今 年

町 が 発 行 し た ラ ト ビ ア 民 話 集 の 中

か ら 「 も り は い い と こ ろ 」 、 童 話

「 じ ご く の そ う べ い 」 （ 田 島 征 彦

著 、 童 心 社 刊 ） な ど ５ 話 を 朗 読 し

ま し た 。

　 同 大 前 教 授 で 星 槎 大 学 教 授 、 伊

藤 玄 二 郎 さ ん （ 鎌 倉 市 在 住 ） の マ

ス コ ミ 塾 生 で す 。 町 教 委 主 催 の 親

と 子 の 移 動 朗 読 会 第 ４ 回 お は な し

の 会 の 話 し 手 と し て 昨 年 に 続 い て

来 町 し ま し た 。 併 せ て 伊 藤 さ ん が

美 し い 日 本 の 言 葉 と 文 化 な ど に つ

い て 講 演 も 行 い ま し た 。

市 民 後 見 人 養 成 研 修 説 明 会 を 開

き ま す

東 川 町 社 会 福 祉 協 議 会

　 旭 川 市 と 上 川 中 央 部 ８ 町 で 構 成

し て い る 旭 川 成 年 後 見 支 援 セ ン

タ ー （ 事 務 局 ・ 旭 川 市 社 会 福 祉 協

議 会 ） は 、 市 民 後 見 人 を 養 成 す る

養 成 研 修 説 明 会 を 開 き ま す 。

　 市 民 後 見 人 と い う 取 り 組 み は 始

ま っ た ば か り で す 。 養 成 研 修 を 始

め る に あ た り 、 市 民 後 見 人 の 役 割 、

責 務 、 養 成 研 修 等 を 理 解 し て い た

だ く た め 、 事 前 説 明 会 を 開 き ま す 。

養 成 研 修 を 受 講 す る た め に は 、 説

明 会 へ の 参 加 が 原 則 必 須 で す 。

　 基 礎 講 習 、 実 務 講 習 等 を 重 ね 、

講 習 修 了 者 の 中 か ら 、 十 分 な 知 識

と 技 術 等 が 身 に つ い た 方 を 家 庭 裁

判 所 に 後 見 人 等 候 補 者 と し て 推 薦

す る 予 定 で す 。

　 受 講 者 す べ て の 方 が 後 見 人 と な

れ る わ け で は あ り ま せ ん 。 家 庭 裁

判 所 は 、 講 習 修 了 者 の 中 か ら 後 見

人 等 を 選 任 し 、 そ の 方 が 後 見 業 務

を 担 う こ と に な り ま す 。

　 後 見 人 は 、 親 族 が 就 任 す る 以 外

は 、 信 頼 で き る 専 門 職 （ 弁 護 士 、

司 法 書 士 、 社 会 福 祉 士 ） の 方 を 家

庭 裁 判 所 が 選 任 し ま す 。 今 後 認 知

症 の 方 な ど 判 断 能 力 の 十 分 で な い

方 が 増 加 す る こ と が 予 想 さ れ る た

め 、 専 門 職 後 見 人 の ほ か に 一 般 市

民 の 方 が 後 見 人 と し て 活 躍 で き る

よ う に 成 年 後 見 制 度 を 支 援 す る 仕

組 み と し て 養 成 す る も の で す 。

日 時 　 ９ 月 2
3 日 （ 火 ） 午 後 ３ 時 半

場 所 　 旭 川 市 勤 労 者 福 祉 会 館 （ 旭

　 川 市 ６ 条 通 ４ 丁 目 ）

お 問 い 合 わ せ 　 東 川 町 社 会 福 祉 協

　 議 会 ☎ 8
2 │ ７ ５ ０ ５

自 衛 官 な ど の 募 集

自 衛 隊 旭 川 地 方 協 力 本 部 南 地 区 隊

　 防 衛 大 学 校 、 防 衛 医 科 大 学 校 の

学 生 を 募 集 し ま す 。 お 問 い 合 わ せ

は 南 地 区 隊 ☎ （ 直 ） 2
2 │ ０ ６ ４ ８ 、

ま た は 役 場 企 画 総 務 課 （ ☎ 内 線 ２

２ ４ ） ま で 。

▼ 防 衛 大 学 校 学 生 一 般 採 用 試 験

（ 前 期 日 程 ）

資 格 　 日 本 国 籍 を 有 し 、 来 年 ４ 月

　 １ 日 現 在 1
8 歳 以 上 2
1 歳 未 満 の 男

　 女 （ 高 卒 、 高 卒 見 込 み 含 む ）

申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ 　 三 島 さ

　 ん ☎ 8
2 │ ２ ４ ６ ９

リ コ ー ダ ー ＆ ギ タ ー ア ン サ ン ブ

ル 「 ア ク ア レ ー ラ 」 演 奏 会

リ コ ー ダ ー ア ン サ ン ブ ル ・ イ コ ロ

　 リ コ ー ダ ー と ギ タ ー の ア ン サ ン

ブ ル ・ ア ク ア レ ー ラ の 東 川 町 公 演

「 コ テ ン ＆ ラ テ ン 」 コ ン サ ー ト を

開 き ま す 。

　 東 京 を 中 心 に 活 躍 し て い る ア ン

サ ン ブ ル ト リ オ 。 メ ン バ ー は 浅 井

愛 （ r e ） 、 松 浦 孝 成 （ 同 ） 、 畑

中 浩 （ g ） 。 バ ロ ッ ク 音 楽 な ど 古

典 音 楽 と ブ ラ ジ ル の シ ョ ー ロ な ど 、

ラ テ ン 音 楽 を 演 奏 し ま す 。 今 回 は

初 の 北 海 道 コ ン サ ー ト で 、 演 奏 会

場 は 札 幌 、 東 川 の ２ 会 場 だ け で す 。

日 時 　 ９ 月 2
8 日 （ 日 ） 午 後 ５ 時 開

　 演 （ 午 後 ４ 時 半 開 場 ）

場 所 　 小 西 健 二 音 楽 堂 （ 東 町 １ 丁

　 目 ）

入 場 料 　 前 売 り ２ 千 円 、 当 日 ２ 千

　 ５ ０ ０ 円 、 子 供 千 円 （ 高 校 生 以

　 下 ）

予 約 ・ お 問 い 合 わ せ 　 実 行 委 の 田

　 崎 さ ん ☎ 7
3 │ ５ ７ ５ ８

ミ ニ バ レ ー 交 流 会 の 参 加 者 募 集

東 川 町 ミ ニ バ レ ー 協 会

　 東 川 町 ミ ニ バ レ ー 協 会 主 催 の 第

２ 回 東 川 ミ ニ バ レ ー 協 会 交 流 会 の

出 場 者 を 募 集 し ま す 。 試 合 は 全 日

本 公 式 ル ー ル に 準 じ 、 予 選 リ ー グ

日 時 　 ９ 月 ７ 日 （ 日 ） 午 前 1
0 時 〜

　 同 1
1 時 半

場 所 　 大 雪 消 防 組 合 東 消 防 署

対 象 　 東 川 、 東 神 楽 町 に 居 住 、 ま

　 た は 勤 務 し て い る 方

定 員 　 5
0 名 （ 先 着 順 ）

内 容 　 Ａ Ｅ Ｄ を 用 い る 心 肺 そ 生 法

　 （ 指 導 は 大 雪 消 防 組 合 東 消 防 署

　 職 員 ）

申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ 　 大 雪 消

　 防 組 合 東 消 防 署 （ 東 神 楽 町 1
5 号

　 南 ３ 番 地 ） ☎ 8
3 │ ０ １ １ ９ 、

F A X 8
3 │ ４ ０ ３ ０

秋 の 夕 暮 れ コ ン サ ー ト

ひ が し か わ ピ ア ノ さ ろ ん

　 ク ラ ビ オ ー ラ （ 鍵 盤 ハ ー モ ニ

カ ） 、 バ イ オ リ ン 、 ピ ア ノ の さ ろ

ん コ ン サ ー ト で す 。

　 バ ン ド 「 こ ゆ み こ 」 リ ー ダ ー で 、

ピ ア ノ と ク ラ ビ オ ー ラ 奏 者 の 折 茂

由 美 子 さ ん 、 バ イ オ リ ン の 市 山 信

子 さ ん （ と も に 広 島 県 在 住 ） の 来

町 ４ 回 目 の 演 奏 会 。 ひ が し か わ ピ

ア ノ さ ろ ん 主 宰 の 三 島 知 子 さ ん が

加 わ り 、 ３ 人 で 「 赤 と ん ぼ 」 「 も

み じ 」 な ど 秋 の 曲 目 と 「 こ ゆ み こ 」

オ リ ジ ナ ル 曲 を 演 奏 し ま す 。

日 時 　 ９ 月 2
8 日 午 後 ５ 時 開 演 （ 午

　 後 ４ 時 半 開 場 ）

場 所 　 ひ が し か わ ピ ア ノ さ ろ ん

（ 南 町 ４ 丁 目 ）

入 場 料 　 千 円

定 員 　 3
0 人 （ 先 着 順 ）

戦 、 決 勝 ト ー ナ メ ン ト 戦 で 試 合 を

行 い ま す 。

日 時 　 ９ 月 2
1 日 （ 日 ） 午 前 ９ 時 開

　 会
場 所 　 東 川 町 Ｂ ＆ Ｇ 海 洋 セ ン タ ー

参 加 資 格 　 ミ ニ バ レ ー 愛 好 者 （ １

　 チ ー ム ６ 人 以 内 ）

参 加 料 　 １ 人 ５ ０ ０ 円

締 め 切 り 　 ９ 月 1
0 日 （ 水 ） （ 必 着 ）

申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ 　 所 定 の

　 申 し 込 み 用 紙 で 事 務 局 の 山 鹿 さ

　 ん ま で ☎ 8
2 │ ３ ７ ０ ５

関 東 学 院 大 の 学 生 が 今 年 も 子 ど

も の 絵 本 を 朗 読

　 ８ 月 1
9 日 、 関 東 学 院 大 学 の 学 生

６ 人 が 永 楽 寺 （ 永 江 竜 心 住 職 、 東

町 １ 丁 目 ） で 童 話 と 民 話 の 読 み 聞

か せ を 行 い ま し た 。

　 人 間 環 境 学 部 の 森 健 太 郎 さ ん

（ ４ 年 、 以 下 同 ） 、 皆 川 哲 也 さ ん 、

大 仲 原 文 さ ん 、 植 田 千 乃 さ ん 、 丸

れ た 」 と い う 被 害 が 多 い の が 特 徴

で す 。 自 転 車 を 駐 輪 す る 時 に は 、

必 ず ２ カ 所 に 鍵 を 掛 け て 「 ２ ロ ッ

ク 」 し ま し ょ う 。

　 お 問 い 合 わ せ は 生 活 安 全 課 生 活

安 全 係 ☎ （ 代 ） 3
4 │ ０ １ １ ０

少 年 鑑 別 所 施 設 見 学 会
旭 川 少 年 鑑 別 所

　 旭 川 少 年 鑑 別 所 の 施 設 見 学 会 を

開 き ま す 。

日 時 　 1
0 月 ５ 日 （ 日 ） 午 前 ９ 時 〜

　 午 後 ２ 時

場 所 　 旭 川 少 年 鑑 別 所 （ 旭 川 市 豊

　 岡 １ 条 １ 丁 目 ３ 番 2
4 号 ）

内 容 　 ① 講 演 、 座 談 会 「 少 年 鑑 別 所

　 と 地 域 社 会 と の 連 携 」 ② パ ネ ル 展

　 示 ③ 性 格 検 査 体 験 ④ 施 設 見 学

お 問 い 合 わ せ 　 旭 川 少 年 鑑 別 所 庶

　 務 課 ☎ （ 直 ） 3
1 │ ５ ４ ６ ８

戦 後 未 返 還 の 保 管 証 券 類 を 返 還

し て い ま す

函 館 税 関

　 税 関 で は 第 ２ 次 世 界 大 戦 の 終 戦

後 に 海 外 か ら 引 き 揚 げ て 来 た 方 々

か ら 預 か っ た 未 返 還 の 保 管 証 券 類

約 8
7 万 件 の 返 還 を 行 っ て い ま す 。

お 気 付 き の 方 は 、 最 寄 り の 税 関 、

税 関 支 署 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

　 返 還 の 請 求 は 本 人 に 限 ら ず 家 族

の 方 も 行 う こ と が で き ま す 。

　 対 象 は ① 戦 後 、 海 外 か ら 引 き 揚

げ た 方 が 上 陸 地 の 税 関 、 海 運 局 に

受 付 期 間 　 ９ 月 ５ 日 （ 金 ） 〜 同 月

　 3
0 日 （ 火 ）

試 験 日 　 1
1 月 ８ 日 （ 土 ） 、 ９ 日

（ 日 ） の ２ 日 間 ＝ 第 一 次 試 験

会 場 　 陸 上 自 衛 隊 旭 川 駐 屯 地 （ 旭

　 川 市 春 光 町 ）

▼ 防 衛 医 科 大 学 校 看 護 学 科 学 生

（ 自 衛 官 候 補 ）

資 格 　 日 本 国 籍 を 有 し 、 来 年 ４ 月

　 １ 日 現 在 1
8 歳 以 上 2
1 歳 未 満 の 男

　 女 （ 高 卒 、 高 卒 見 込 み 含 む ）

受 付 期 間 　 ９ 月 ５ 日 （ 金 ） 〜 同 月

　 3
0 日 （ 火 ）

試 験 日 　 ９ 月 2
3 日 （ 火 ）

試 験 日 　 1
0 月 1
8 日 （ 土 ） ＝ 第 一 次

　 試 験

会 場 　 陸 上 自 衛 隊 旭 川 駐 屯 地 （ 旭

　 川 市 春 光 町 ）

▼ 同 大 学 校 医 学 科 学 生

資 格 　 日 本 国 籍 を 有 し 、 来 年 ４ 月

　 １ 日 現 在 1
8 歳 以 上 2
1 歳 未 満 の 男

　 女 （ 高 卒 、 高 卒 見 込 み 含 む ）

受 付 期 間 　 ９ 月 ５ 日 （ 金 ） 〜 同 月

　 3
0 日 （ 火 ）

試 験 日 　 1
1 月 １ 日 （ 土 ） 、 ２ 日

（ 日 ） の ２ 日 間 ＝ 第 一 次 試 験

会 場 　 陸 上 自 衛 隊 旭 川 駐 屯 地 （ 旭

　 川 市 春 光 町 ）

油 断 大 敵 ！  自 転 車 の 盗 難 に ご 注

意

旭 川 東 警 察 署

　 自 転 車 の 盗 難 が 多 発 し て い ま す 。

今 年 は 「 鍵 を か け て い た の に 盗 ま

預 け た 通 貨 、 証 券 類 ② 帰 国 前 に 旧

樺 太 （ 真 岡 、 大 泊 、 豊 栄 絵 、 留 多

加 な ど ） 、 旧 満 州 （ 瀋 陽 、 吉 林 、

撫 順 、 鞍 山 な ど ） に あ っ た 在 外 公

館 、 日 本 人 自 治 会 に 預 け た 通 貨 、

証 券 等 の う ち 、 日 本 に 返 還 さ れ た

も の 。

　 函 館 税 関 監 視 部 統 括 監 視 官 部 門

は ☎ ０ １ ３ ８ │ 4 0 │ ４ ２ ４ ４

「 わ た し と 年 金 」 テ ー マ に エ ピ

ソ ー ド 募 集

日 本 年 金 機 構

　 日 本 年 金 機 構 が 主 催 し て 「 わ た

し と 年 金 」 を テ ー マ に 、 公 的 年 金

の エ ピ ソ ー ド を 募 集 し ま す 。 ご 自

身 や ご 家 族 と 公 的 年 金 制 度 と の 関

わ り 、 公 的 年 金 の 大 切 さ な ど に 関

す る エ ピ ソ ー ド を お 寄 せ く だ さ い 。

　 応 募 作 品 の 中 か ら 、 受 賞 作 品 と

受 賞 者 を 日 本 年 金 機 構 ホ ー ム ペ ー

ジ に 掲 載 し 、 冊 子 と し て 各 地 の 年

金 事 務 所 で 閲 覧 で き る よ う に す る

予 定 で す 。 募 集 要 領 は 日 本 年 金 機

構 ホ ー ム ペ ー ジ を ご 確 認 く だ さ い 。

応 募 資 格 　 一 般 、 学 生 ・ 生 徒 （ 中

　 学 生 以 上 ）

締 め 切 り 　 ９ 月 1
9 日 （ 金 ） （ 当 日

　 消 印 有 効 ）

提 出 先 　 ① 郵 送 　 日 本 年 金 機 構 サ

　 ー ビ ス 推 進 部 サ ー ビ ス 推 進 グ ル

　 ー プ 「 わ た し と 年 金 」 担 当 （ 〒

　 １ ６ ８ │ ８ ５ ０ ５ 杉 並 区 高 井 戸

　 西 ３ │ ５ │ 2
4 ） ② 電 子 メ ー ル

Watashito-nenkin@nenkin.go.jp

キ
ト
ウ
シ
高
原
ホ
テ
ル

営
業
期
間
を
１
年
間
延
長

キ
ト
ウ
シ
高
原
ホ
テ
ル

営
業
期
間
を
１
年
間
延
長

　
日
ご
ろ
キ
ト
ウ
シ
高
原
ホ
テ
ル
を
ご
利
用
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
ホ
テ
ル
は
、
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
ホ
テ
ル
と
し
て
新
た
に
生
ま

れ
変
わ
る
た
め
、
内
部
全
面
改
装
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
日
ご
ろ
ご
愛
顧
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
か
ら
の
声
を
聞
く
た
め

に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
今
年
1
1
月
か
ら
来
年
５
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
予
定
し
て
い
た
内

部
改
修
は
、
工
事
を
１
年
間
繰
り
延
べ
し
、
来
年
1
0
月
3
1
日
ま
で

営
業
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
参
考
に
、
心
安
ら
ぐ

ホ
テ
ル
に
い
た
し
ま
す
。

株
式
会
社
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振
興
公
社

23
22

Hi
ga

sh
ik

aw
a 

 2
01

4 
 S

ep
te

m
be

r
H

ig
as

hi
ka

w
a 

 2
01

4 
 S

ep
te

m
be

r



【
野
球
】

◆
�H

���
��s

�Ô
�å

�y
�V

�6

ê

�c�
µ�

Ù�
”�À

	—
�å

�‚�
0�

Å
�ú

�•�
G

�q
（
８
月
２
、３
、４
日・
留
萌
浜
中
球
場
な

ど
） ▼
決
勝

東
川
大
雪
野
球
少
年
団
 ７
－
２
 上
川
大
雪
クラ
ブ

　 【
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
】　

◆
�H

���
s�

G

‡

�•�
§�

��„
�Ä

�å
� �

ž�
µ�

é�
ï�8

�=
�{

�U
�̀�T

�̃
（
８
月
３
日・
東
川
町
忠
別
ダ
ム
右
岸
町
道

一
帯
）＝

���
È�

G
�Ä

���
z

���
o
＝

▼
日
本
選
手
権
予
選
会
男
子
　
①
福
村
望（
北
大

ち
ゃら
ん
け
）２
時
間
10
分
43
秒
＝
総
合
５
位
②
池

田
耕
一
郎（
SR
C9
04
）③
宮
崎
裕
史（
北
海
道
大
学ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
部
ち
ゃら
ん
け
）

▼
同
女
子
　
①
沢
田
愛
里（
JR
北
海
道
）２
時
間
18

分
29
秒
＝
女
子
総
合
１
位

▼
学
生
選
手
権
男
子
　
①
福
村
望
②
宮
崎
裕
史
③
梅

田
一
平（
北
大
ち
ゃら
ん
け
）

▼
同
女
子
　
①
佐
野
友
紀（
北
大
ち
ゃら
ん
け
）３
時

間
03
分
37
秒
=女
子
総
合
２
位

▼
総
合
男
子
　
①
遠
藤
樹（
トヨ
タ
車
体
）１
時
間
59

分
56
秒（
大
会
新
）②
ブ
ラ
イ
ア
ン・
バ
ー
ク
ハ
ウ
ス

（
NS
R）
③
久
保
埜
一
輝（
鵡
川
ス
ウ
ェ
ット
）④
リッ

パ
ー・
ジェ
ス（
ニ
セ
コ
マ
ル
チ
ス
ポ
ー
ツ
）⑤
遠
藤
貴

幸（
T－
W
AV
E）
⑥
上
原
茂（
ニ
セ
コ
マ
ル
チ
ス
ポ
ー

ツ
）⑦
工
藤
駿（
札
幌
）⑧
太
田
暁
也（
埼
玉
県
）⑨
石

橋
恭（
札
幌
藤
の
沢
教
員
ク
）⑩
古
川
浩
正（
スト
ー
ン

キ
ッ
ズ
）

▼
同
女
子
　
①
酒
井
史
帆（
札
幌
）２
時
間
40
分
51

秒
②
高
間
佐
知
子（
チ
ー
ム
ゴ
ー
ヤ
ー
名
古
屋
校
）③

西
谷
真
理（
苫
小
牧
）④
斎
藤
美
里（
東
京
）

▼
高
校・
30
歳
未
満
一
般
男
子
　
①
浦
上
翔
太（
パ

ッ
シュ
）２
時
間
26
分
12
秒
＝
総
合
15
位
②
吉
田
悠

真（
札
幌
）③
古
田
純
也（
鉄
人
未
遂
）

▼
30
代
一
般
男
子
　
①
堺
井
雅
彦（
旭
川
）２
時
間

24
分
51
秒
＝
総
合
12
位
②
石
堂
拓
也（
江
別
）③
沢

本
圭
悟（
札
幌
医
大
救
急
AC
）④
日
下
部
和
宏（
函
館

トラ
イ
ア
ス
ロ
ンク
）⑤
赤
石
直
之（
旭
川
会
計
隊
）

▼
39
歳
以
下
一
般
女
子
　
①
中
村
舞（
爆
走
マ
イ

ペ
ー
ス
＝
東
川
）２
時
間
52
分
53
秒
＝
総
合
10
5位

②
杉
原
未
希（
兵
庫
）

▼
40
代
一
般
男
子
　
①
越
智
哲
夫（
帯
広
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン・
チ
ー
ム
の
ぼ
り
坂
）２
時
間
24
分
45
秒
＝
総

合
11
位
②
布
施
倫
宏（
函
館
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ク
）③

正
岡
幸
教（
ワ
カ
サ・
石
田
軍
団
）④
阿
部
健（
Ft
麒
麟

山
レ
ー
シ
ング
）⑤
田
中
は
じ
め（
帯
広ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ンク
）

▼
同
一
般
女
子
　
①
山
澤
洋
子（
東
京
）２
時
間
51

分
47
秒
＝
総
合
10
1位
②
廣
田
雪
江（
札
幌
）

▼
50
代
一
般
男
子
　
①
前
田
紀
幸（
函
館
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ンク
）２
時
間
29
分
57
秒
＝
総
合
21
位
②
杉
村

保
則（
同
）③
李
家
眞
理（
チ
ー
ム
の
ぼ
り
坂
）④
北
村

好
則（
富
良
野
）⑤
池
辺
晴
彦（
美
瑛
原
野
AC
）

▼
同
一
般
女
子
　
①
長
野
富
美
恵（
帯
広ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
ク
）２
時
間
53
分
09
＝
総
合
10
7位
②
名
取
受

子（
鉄
人
未
遂
）

▼
60
以
上
一
般
男
子
　
①
稲
岡
正
己（
函ト
ラ
）２
時

間
48
分
13
秒
＝
総
合
73
位
②
大
屋
秋
信

（
T-W
AV
E）
③
安
藤
晴
樹（
釧
路ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ンク
）

▼
同
一
般
女
子
　
①
成
田
都
子（
T・
ア
ス
リ
ー
ト
C）

２
時
間
56
分
18
秒
＝
総
合
12
6位

▼
リ
レ
ー
の
部
　
①
帯
広
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ク
ラ
ブ

（
小
林
、米
澤
、京
谷
）２
時
間
24
分
23
秒
②
留
萌
緑

丘
小
父
母
の
会
③
復
活
旭
川
レ
デ
ィ
ー
ス
④
手
稲
渓

仁
会
イン
カク
ラ
ブ
ve
r２
⑤
北
陸
銀
行
旭
川
支
店

�¤�́
�á�

Ç�
ž�¥

　 ▼
小
学
低
学
年
　
①
三
上
竜
尚（
東
川
XC
）1
0分
48

秒
②
松
山
慧（
同
）③
西
潟
航
矢（
同
）④
笠
井
柊（
札

幌
太
平
南
小
）⑤
下
関
煌
正（
東
川
XC
）⑥
阿
部
晴
人

（
Ft麒
麟
山
レ
ー
シ
ング
）⑦
菅
原
美
空（
M
IK
UC
YA
）

▼
同
高
学
年
　
①
青
野
叶
夢（
上
富
良
野
ア
イ
ア
ン

マ
ン
ク
）1
7分
30
秒
②
青
野
挑
夢（
同
）③
細
川
奨
悟

（
旭
川
）④
土
池
真
斗（
東
神
楽
）⑤
三
浦
雪
愛（
旭
川

知
新
小
）⑥
及
川
潮
乃（
サ
ッ
ポ
ロ
モ
イ
ワ
JS
C）
⑦
児

玉
開（
新
得
小
）⑧
土
池
亜
弥（
東
神
楽
XC
）

▼
中
学
生
　
①
青
野
亜
斗
夢（
上
富
良
野
ア
イ
ア
ン

マ
ン
ク
）2
1分
03
秒
＝
ジ
ュ
ニ
ア
総
合
１
位
②
池
辺

刀
那（
美
瑛
原
野
AC
）③
小
堀
敢
太（
札
幌
）④
中
島

悠
祐（
富
良
野
東
中
）⑤
鎌
田
海
星（
同
）⑥
尾
池
諄
海

（
サ
ッ
ポ
ロ
モ
イ
ワ
JS
C）
⑦
阿
部
花
梨（
Ft
麒
麟
山

レ
ー
シ
ング
）⑧
館
山
結
衣（
北
星
中
）

【
ミ
ニ
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
】
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７
月
27
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東
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町
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ウ
シ
森
林
公
園
）＝
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▼
小
学
１
、２
年
　
①
五
十
嵐
硫
星（
東
神
楽
XC
）②

石
原
喬（
東
川
XC
）③
進
藤
魁
人

▼
同
３
、４
年
　
①
三
上
竜
尚（
東
川
XC
）②
石
原
徳

（
同
）③
土
池
亜
弥（
東
神
楽
XC
）④
山
本
潤（
東
川

XC
）⑤
早
川
大
雅（
同
）⑥
松
田
幸
祐（
同
）⑦
下
関
煌

正（
同
）⑧
島
田
栞
那（
同
）

▼
同
5、
6年
　
①
成
田
大
地（
伊
の
沢
XC
）②
上
田
千

春（
AM
ス
ポ
ー
ツ
ク
）③
盛
多
ひ
か
る（
糸
魚
小
）④

進
藤
大
幹
⑤
畑
実
弥（
東
川
XC
）⑥
土
池
真
斗（
東
神

楽
XC
）⑦
松
村
元
気（
糸
魚
小
）⑧
渡
瀬
心
優（
白
滝

CC
）

▼
一
般（
中
学
以
上
）　
①
進
藤
直
樹
②
朝
倉
龍
斗

（
AM
ス
ポ
ー
ツ
ク
）③
齊
藤
尚
輝（
野
幌
中
）④
土
池

友
恵（
東
神
楽
XC
）
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¥
▼
中
学
同
男
子
　
①
池
辺
刀
那（
美
瑛
原
野
XC
）②

渡
瀬
晴
斗（
白
滝
XC
）③
長
屋
圭
悟（
同
）

▼
同
女
子
　
①
小
足
さく
ら（
東
神
楽
中
）②
盛
多
ゆ

づ
き（
朝
日
中
）

▼
高
校
大
学
男
子
　
①
小
足
壮
志（
旭
川
農
業
高
）

▼
一
般
男
子
　
①
竹
田
良
和（
東
川
XC
）②
進
藤
直

樹
③
成
田
知
樹（
伊
の
沢
XC
）④
池
辺
晴
彦（
美
瑛
原

野
XC
）⑤
奥
野
和
希（
留
萌
自
衛
隊
）⑥
宮
本
剛
汎

（
サ
ッ
ポ
ロト
レ
イ
ル
ズ
）

【
水
泳
】　
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８
月
３
日・
岩
見
沢
市
栗
沢
B&
G海
洋
セ
ン
タ
ー
）
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▼
男
子
自
由
形（
50
㍍
）　
①
丸
一
叶
人（
東
川
町
水

泳
少
年
団
、以
下
同
）⑤
紺
野
光
彩

▼
同
平
泳
ぎ（
同
）　
②
紺
野
光
彩
③
中
西
慧

▼
同
背
泳
ぎ（
同
）　
①
丸
一
叶
人
④
中
西
慧

�¤
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�ô
�¶

�å
�w


æ
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▼
女
子
平
泳
ぎ（
50
㍍
）　
⑤
菊
地
那
月

▼
同
背
泳
ぎ（
同
）　
④
中
西
優
生

▼
同
バ
タ
フ
ラ
イ（
同
）　
③
中
西
優
生

〔
中
学
の
部
〕

▼
男
子
背
泳
ぎ（
50
㍍
）　
③
紺
野
碧
依

�¤
�‚�.

�¥
▼
中
学
生
メド
レ
ー
リレ
ー
20
0㍍
（
50
㍍
×
4）
　
②

中
西
優
生
、紺
野
碧
依
、丸
一
叶
人
、菊
地
那
月

▼
同
フリ
ー
リレ
ー
20
0㍍
（
同
）　
②
菊
地
那
月
、紺

野
碧
依
、中
西
優
生
、丸
一
叶
人

�¬
�æ

	E
�P

�w
�Ö

�‰
	��

7	
B

そ
の

他

選
考
方
法

入
居
期
限

敷
金

連
帯
保
証
人

お
問
い
合
わ
せ

�—
�Ö

�‰

��

�	�
�‡

�h
�x

�‰
�‰


��
��U

�®
�k

�—
�‚�

»�
t�‘

�”
Æ
�p

�s
�æ

�•�
w

�w
�­�

s�
t��

�b
�”�O

�o
�̄

�H
��	Ú

�H
���ø

�t�̃
�p

�b�
”	Ô

�ù
�t�x

�y
�Ö

�‰
�b

�”�
\

�q�x
�p�V

�‡�
d�

œ
�{

�—
�¬

�æ
	E

�P
�s

�Ö
�‰

	�

¬

�ß
�•

�»
�q

�›�
‰

�5
��̀

o�
>

��

�—
���D

�¤�
Ô

�¢
�8

�v
�‡

�p
�t�

Ö
�‰

�b
�”�

\
�q

�U
�A

�E
�£

�—
�H

�Þ
�w

���
§�

D

ü

�—
�Ö

�‰
	��

q�
‰

���
S

�Ž
	Í�

w
	t�

˜�
Ú

�¹�
w

�K
�”�

M
��


�
�¢

��

��w

�-
	Â


��
U

�M
�s

�M
	Ô

�ù
�x

�Ö
�‰

	��“
	«

��̀
q�

s
�“

�‡�b
�£

�—
	E

�‡
�M

�è
���

x�
���

�µ
���


�

�
�

¢
�º


¢
���

���
�z

���
���

�£

��	
E

��

��]

●
公
営
住
宅

�7
	B

�‚�
•

	Ô
�y

	t
�•


:�
K

�H
�Þ

�P
�™

�å
�~

�Ï�
��~


ƒ

‹

�s
�f�

y�
w

�y
��

�Ö �‰ �¿ �¨

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
地
を
有
す
る
方
、
本
町
に
居
住
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

�
�
}�‰

�‰
�‡

�h
�x

�‰
�‰

�`�
‘�O

�q
�b

�”

���

�¢
���

ÿ�
¤�

w
�M

�s
�r�

‹��
�‰

�£
�U

�M
�”�

M
�y

�Þ
�h

�i�
`�z

�°
���

w
�A

�E
�¢

���
��@

�Ž
	Í�

s�
£�

t�˜
�p

�b
�”	

Ô
�ù

�t�
v�

“�o

��

p�
w

�Ö
�‰

�U
�D

�ó
�s

	Ô
�ù

�‹�
K

�“�
‡�

b�
{

�y
�Þ

	Í�
G

�‚�
•�ƒ

�z
�„�

z�
…

�x
�j�

���

��

Ž	
Í�z

�†
�x

��

��Ž

	Í
���

}
k
�Ú

�s
�w

�:�
ò�

U
�s

�M
�M

���
}�O

�w
�F

���
t�‘

�“�
‰

	Z
�`�

h�
D

�¹	
t�˜

�¢

H

�3

¶

�»

ü

�£
�U

���
��ª

��

•��

�Ž
�<

���
��Þ

�h
�i�

`�Í
�w

�M
�c

�•�
T�

w
�A

�E
�t�

˜�p
�b

�”	
Ô

�ù
�x

�D
�¹	

t�˜
�¢


H
�3


¶
�»


ü
�£

�U
���

��ª
��


•��
�Ž

�<
�q

�s
�“�

‡�
b�

{
���

��~
���

���
���

¢	
¤�

è�
���

�£
�å

���
D

�
�
Ô

�Ž

²�

t
\
�‡

�•�
h�

M
�p

�z
�T

�m
�‰

�‰
	��

w
�M

�c
�•�

‹�U
�‰

�å
���

D
�
�

Ô
�Ž


²

\�‡

�•�
z�

‡�
h�

x�
���

�@
�°

�¬
�w

�M
�U

�M
�”	

Ô
�ù

���
��~

	–
�¶

�Í	
,�¶

�w
�•�

8�
t�a

�b
�”�

‡�
p�

w
�M

�U
�M

�”	
Ô

�ù
���

��~

��

.	Ë
�U

�M
�s

�ƒ
�
�

ƒ�
T�

’��
�ƒ

�‡
�p

�w
�M

�U
�M

�”	
Ô

�ù
���

��~

^


�	
Ë

�U
�M

�s
�ƒ

�
�
ƒ�

T�
’��

�ƒ
�‡

�p
�w

�M
�U

�M
�”	

Ô
�ù

�z
�Œ

�$
	Ë

�U
�M

�¢

^


�	
Ë

�U
�M

�w
���

S
�t


ì�p
�£

�w
�M

�U
�M

�”	
Ô

�ù
���

��~
�Ë

�ï�
·�ï


´�
•�F

	��
w

�M
�s

�r�
U

�M
�”	

Ô
�ù

�ƒ
�~

���
•�

¢�
��Š

�£
�~

���
��


���
���

���
™

�y
�y

���
��


���
���

��

�z
�‚�

•�
"�

�
���

-�%
�,�

¢�
���

���
���

�·�
£

�z
�Ê

���
¸�è

���
�
j

�~
�Ð

�g
�+

�¢
�¨

�µ
�£

�z
�n

�	�
†�

j�;
�¢

���
¥

�y
�Ü

�£
�x

�¤
�×

�;�
™

�~
�×

�Ï�
q�

��g
�w

�ž
�‰

�n
�q

�Ù
�ï�

Ó
�?

�>
�E

�y
�x

���
M

�~��

R

���å
�~�·

�å�Û
�¿�«

�Ò
�é�¿

�«��
�“���Š

�P
�o

�~
ú
�”
Ç

�V
�z

�±
	�	

Ô�

�F

�~�Ö
�¿�Ä

�x�
Ý

�Š
�’�•�

‡�d
�œ

�~
�Ð

�g
�+

�¢
�¨�

µ�
£�

z�
n�

	�†
�j�

;�¢
���

��£
�y

�x
�¤

�×
�;�

™
�~

�×
�Ï�

q�
��g

�w
�ž

�‰
�n

�z
�Ù

�ï�
Ó

�?
�>

�E
�z

�y
	†


‡

…

�;�
x�

��M

�„

�~��

R

���å
�~�

.�Ò
�̄�ï�

«�æ
�”�Ä

���“��
�Š

�P
�o

�~
ú
�”
Ç

�V
�z

�±
	�	

Ô
���

F
�~�Ö

�¿�Ä
�x�

Ý
�Š

�’�•�
‡�d

�œ

�~
���

•�
¢�

��Š
�£

�~
���

��

���

���
���

™
�y

�y
���

��

���

���
��

�z
�‚�

•�
"�

�
���

-�%
�,�

¢�
���

���
���

�·�
£

�z
�Ê

���
¸�è

���
�
j

�~
�Ð

�g
�+

�¢
�¨

�µ
�£

�z
�n

�	�
†�

j�;
�¢

���
¥

�y
�Ü

�£
�x

�¤
�×

�;�
™

�~
�×

�Ï�
q�

��g
�w

�ž
�‰

�n
�z

�Ù
�ï�

Ó
�?

�>
�E

�z
�y

�Y
�8

	†

‡


…
�x

���
M

�…

�~	¤
�è

�����
å

�~�·
�å�Û

�¿�«
�Ò

�é�¿
�«��

�“���Š
�P

�o
�~�â

�Ç�
¿�Ä

�Ì�µ

Ç

�V
�~
ú

�”
Ç
�V

�z
�±

	�	
Ô�


�F
�~�Ö

�¿�Ä
�x�

Ý
�Š

�’�•�
‡�d

�œ

�~
���

•�
¢�

��Š
�£

�~
���

��

���

���
���

™
�y

�y
���

��

���

���
��


Z
�v

�f�
‚�•

�"
��

���
-�%

�,�
¢�

���
���

��·
�£


b
�Ê

���
¸�è

���
�
j

�Ö
�‰

	��
U

�¤
�×

�p

ƒ

�”
�¢

�K

ç

�z
�…

�l�
Ø

� �
å�

”�
z�

ª�
•�

Ù
�ï�

Ó
�z

�n
�	�

»�
ï�«

�z
�n

�	�
µ�

Ä
�”

�Ò
�z

�¨
�µ

�è
�ï

�´�
z	

°�Ì

ƒ


‹�
£

�Þ
	Í�

G

ƒ


‹
�w

�°

æ

�x
�z


²
�Ö

�‰
	��

w
�–

�;
�`

�o
�M

�h
�‹

�w
�›

�¾
�V

�'�
Y

�\�
q�

U
�p

�V
�‡

�b

�†

�~
	¤

�è
���

��å
�~�æ

�����0
�P

�o
�~
ú

�”�s
�̀�z

�±
	�	

Ô
�s�

`
�~�Ö

�¿�Ä
�x�

Ý
�Š

�’�•�
‡�d

�œ

�~
���

•�
¢�

��Š
�£

�~
���


��
���

���
�™

�y
�y

���
��


���
���

��

�¬
���

‚�•
�"

��
���

%
�,�

¢�
���

���
���

�·�
£

�f�
Ê

���
¸�è

���
�
j

受
付
期
間

���
D

�
�
Ô

 ��
™

�‰
�D

���
��Ô

 	

��	
E

��

��]

	E
�‡

�M
�è

���
•

�
�
}�Ö

�‰

��

�	{
���

}	E
�P

�s
	Ý

�¯

���

	{
���

}	t
�˜�

w
	Ý

�¯�
U

�¬
�Ý

�p
�V

�”	
{�¨

�¢
	t�

˜	Â
�Ì�

z�
o


˜�Ã
	)


®
�s

�r�
£

���
}�•

�M

k

�w
�:�

ò�
U

�s
�M

�\�
q�

›	Â
�Ì�

b�
”	{

�¨�
¢�

��å
�
�

D
�
�

Ô
�q

�O
�Ê

�º�
t	E

	t�
U

�K
�l�

h�
M

�x
�‰

�™
	{�

p�
D

�£
���

}
H
�3


¶
�»


ü
�w

	E
�½


®
�¢

�Ê
�Ž

�w
�M

�w
�ˆ�

z�
Š


v
�•


¯�Ô
�x


Æ
�A

�£
���

}�f
�w

��

ž�

A
�q

�Ý
�Š

�”	
{�¨

���
}�¹

��
�Þ

�<

¢

�w
�m

�M
�o

�M
�”	

{�¨
�x

�z
��	

E
��


��]
	E

�‡
�M

�è
�t�

;�™
�`�

o�
K

�“�
‡�

b�
{

�Þ
���

z�
��w

	{�
¨�x

�z
�Ö

�‰
�'�

�	�
�w

�¤
�p

	t�
˜�w

�K
�”�

M

¶

�»

ü

�›�
�	Z

�`�
o�

X
�i�

^�
M

�{

受
付
場
所

募
集
戸
数

お
申
し
込
み
に

必
要
な
も
の

�¤
	��

G
�q


R

w

�X �’ �` �~ �É �ý �Ä �ë �Ó �«

�X �’ �` �~ �É �ý �Ä �ë �Ó �«

	–
�¶

�ÿ
�¶

�å
�w


æ
�p

�f

’�Ê

�-�
��µ

�Ù
�”�

À
	—

�å
�‚�

U�

�µ

���
•�

 
Ž
�¢

�È
�T

�’�
~	

Í�z
	¦�

•�
z


b
�Á

�w
��
�

�£

25
24

H
ig

as
hi

ka
w

a 
 2

01
4 

 S
ep

te
m

be
r

H
ig

as
hi

ka
w

a 
 2

01
4 

 S
ep

te
m

be
r



	ÿ
�K
�f
�|
�w
�¯
�À�y
�Ö
�f
�w
� 
�t
�¹
�X
�Ú
�´
�ý
�«
�ë
�Ó
�Å
�s
�`

�y

�f

’
�Ê
�t
� 
	E
�`
�h
�w
�x
��
��
��

�

�Û
��

R
����
�Ü
�å
�Ð
�f
�w
�™
��
��
��

��
�Û
�‰
����
�Ü
�å
�T
�’
�“
�Ä
�q
�)
�§
�p

�°
�S
�s
�ˆ
�t
	E
�ˆ
�Ï
�‡
�h
��
�å
��
�D

�t
�í
�ó
�o
�V
�‡
�`
�h
�Ð
�©
�Ä
�¢
�³
	ÿ

�›
�¬
��
�›
�Œ
�:
�t
�Ï
�G

‡
�•
�×

µ
�¶

�Í
�›
�á
�æ
�`
�Ï
� 
�r
�‹
�w
�×

µ
�.
�g

�Æ
�ˆ
�•
�¤
�¯
�À
�ž
�Ó
�›
�æ
�ó
�o
�M
�‡

�b
�Ð

�y


Œ
�Ô
��
�@
�q
��
�@
�w
� 
�r
�‹
�›
�È

�•
�o
�©
�Ä
�¢
�³
	ÿ
�›
�¬
��
�t
�æ
�X
�q
�Ï

�M
�X
�m
�‹
�w
�ç
	ÿ
�K
�f
�|
�µ
�Ù
�ý
�Ä
�è

�›

C
�_
�`
�‡
�`
�h
�Ð
� 
�r
�‹
�x
�!
�|

	Í
	�
�Ð
	ÿ
�t
�L
�m
�q
�×

ü
�w
�ò

Q
�p

�2
�V
�‡
�˜
�“
�S
�‹
�`
�–
�M
�Þ
�Ê
�›
�_

�m
�Z
�o
�R
�‡
�`
�h
�Ð

�y

�æ
�J
�“
�t
�j
�ö
�O
�r
�‘
�M
�¬
�•
�“

�w
�æ
�Ï
�

�i
�t
�x
�É
�¶
�Û
�U
	ï
�‚
�h

�«
�ç
�Û
�w
�ª
�Ï
�¦
�»
�Ú
�´
�þ
�«
�³
�t

�Ä
�ï
�Ø
�w
�.
�¬
�Ï
�§
�æ
�§
�æ
�q
�;
�U

�b
�”
�q
�¥
�Q
�y
�Ï
�¤
�º
�æ
�µ
�U
�«
�ç

�Û
�›
�Â
�ó
�o
�M
�”
�Ð
�\
�•
�’
�x
�b
�‚

�o

ú
�ˆ
�·
�ï
�»
�Ó
�T
�’
�©
�Ä
�¢
�³
�ô

�j
�×
�Â
�ç
�w
��
�›
�2
�M
�o
�_
�m
�Z
�”

�\
�q
�U
�p
�V
�‡
�`
�h
�Ð

�y

�f
�œ
�s
� 
�r
�‹
�w
�ˆ
�V
�›
�

�o
�`

�o
�M
�”
�q
�Ï
� 
�r
�‹
�w

C
�_
�›
��
�b

��
�m
�w
�¯
�À
�t
�>
�n
�V
�‡
�`
�h
�Ð

�y

�

�m
�è
�x
�Ï
�«
�Q
�y
� 
�r
�‹
�U
�?

�ó
�z
�t
�µ
�¯
�›
�Ë
�ó
�h
�’
�ç
�f
�•
�x

�?
	í
�•
�r
�œ
�s
��
�•
�ª
�²
�ª
�²
�•
�À

�ç
�À
�ç
�•
�è
�q
�Ï
�?
�ó
�z
�w
	Ä
�I
�›

�	
�M
�o

�
�Š
�”
�M
�O
�Ð

�y

��
�m
�è
�x
�ç
�r
�\
�t
�K
�ó
�h
�•
�r

�œ
�s
�ð
�›
�`
�o
�M
�h
�•
�‰
�a
�æ
�x
�K

�”
�•
�è
�q
�f
�w
�?
�ó
�z
�T
�’
�æ
�•
�Ï

�æ
�T
�’
��
�¥
�•
�q
�¹
�ú
�›
�¿
�[

�o
�M
�X
�M
�O
�p
�b
�Ð

�f
�w
�Ì
�w
�Ù
� 
�ï

�Ä
�x
�ƒ
�f
�w
� 

�t
�¹
�X
�Ú
�´

�ý
�«
�ë
�Ó
�Å

�›
�s
�b
�\
�q

�„
�¶
�Ó
�Ü
�~

� 
�ï
�Û

�
�Š

�”

�Ü

�q

�¶

�Ó

�Ü
�~
�ž
�¢
�Ä
�Û
�¿
�[

�”
�Ü
�›
�b
�”
�\
�q
�…
�?
�s

�‹
��
�“
�&
�b
�\
�q
�Ô
�Ð

�y

�{
�q
�m
�w

C
�_
�U
�Í
�w
	ý
�`
�M

C

�_
�•
�2
�‰
�^
�•
�‡
�`
�h
�Ð

�y


C
�_
�w
�È
�/
�U

\
�‡
�•
�h
�’
�`
�Š

�h
�‹
�w
�‚�y

�ç
�Í
�x
�?
�U
�K
�”
�T

�s
�•
�S

Õ
�^
�œ
�t
�x

Û
�Z
�s
�M
�‘
�‚
�è

�q
�×
�’
�s
�`
�‡
�b
�Ð

�y

�¶
�|
�w
�±
� 
�«
�ç
�U
�s
�“
�•
�Š
�Ï

� 
�r
�‹
�U
�×

ü
�p

C
�_
�`
�×

ü
�p
�¶

�œ
�p
�M
�X
�‘
�O
�p
�b
�Ð

	ô
�a
�o
�4
�m
�Ö
�·
�V
�\
�f
�‹
�w
�w
	Í

	�
�s
�•

�y

�¶
�|
�w
�±
� 
�«
�ç
�w
�V
�ó
�T
�Z
�q

�s
�”
�w
�x
�Ï
�ç
�f
�w
� 
�U
�·
�V
�s
�\

�q
�è
�i
�q
�¥
�ó
�o
�M
�‡
�b
�Ð

�y

�ç
�·
�V
�\
�f
�‹
�w
�w

	Í
	�
�s
�•
�è
�Ð
�m

�‡
�“
�ç
�f
�w
� 

�U
�·
�V
�p
�•

�“
�h
�M
�\
�q

�x
�Ï
��

R
�Õ

�t

ž
�A
�q
�`

�o
�M
�”
�\
�q
�è

�q
�ß
�Q
�o
�M
�‡

�b
�Ð

�y

�`
�T
�`
�A
�L
�x
�b
�Y
�t

�x
	Z
�‡
�d
�œ
�Ð
�·
�V
�p
�x
�K
�ó
�o
�‹
�Ï

�b
�Y
�t
�O
�‡
�X
�x
�s
�“
�‡
�d
�œ
�Ð
�O

�t
�s
�ó
�o
�K
�V
�’
�Š
�”
�\
�q
�‹
�K
�”

�p
�`
�ö
�O
�Ð

�y

�f
�w
�0
� 
�t
�x
�M
�m
�‹
�ä
�Ñ
�`
�o

�M
�‡
�b
�Ð
�f
�w
� 
�›
�¾
�ó
�Á
�“
	Í
�[

�o

R
�­
�^
�d
�”
�T
�Ï
�>
��
�$
�s
�æ




�x
�`
�s
�M
��
�S
�t
	�
�p
�o
�`
�o

R
�­

�›
�±
�Ù
�Ó
�Ä
�b
�”
�T
�s
�r
�Ï
�ð
�ˆ
�‡

�b
�Ð

�y

�g

Ý
�x
�Ï
�ç
�æ



�›
�_
	�
�“
�•
�Ë

�$
�s
�¼
�Ý
�Ó
�´
�›
	!
�Z
�s
�M
��
�S
�t

�S
	�
�p
�o
�`
�Ï

R
�­
�b
�”
�‡
�p
�4
�m
�è

�p
�x
�s
�M
�p
�`
�ö
�O
�T
�Ð

�y

�G

~
�s
�\
�q
�x
�Ï

R
�­
�t
�¸
�”
�‡

�p
�w
�a
��
�›
� 
�r
�‹
�U
�×

ü
�p

C
�_

�`
�Ï
�g
�r
�`
�Ï
	Z
�R
�”
�‘
�O
�t
�s
�”

�\
�q
�p
�b
�T
�’
�Ï
�è
�w

²
�w

R
�­
�t

�1
�˜
�•
�o
�x
�M
�Z
�‡
�d
�œ
�Ð

�y

�q
�x
�M
�Q
�Ï
�m
�M
	�
�U
	Z
�o
�`
�‡

�O
�w
�p
�b
�‘
�v
�Ù
�Ð
�m
�M
�ç
�\
�O
�`

�h
�’
�•
�è
�q
�t
�ó
�o
�Ï
� 
�r
�‹
�w

C

�_
�›
�4
�h
�c
�t
�t
�Q
�›
�­
�Q
�o
�`
�‡

�O
�\
�q
�‹
�K
�“
�‡
�b
�Ð

�y

��
�X
�w

Œ

�
�M
�U
�S
�ó
�`
�ô
�”
�è

�“
�Ï
� 
�­
�o
�p
�G

~
�s
�\
�q
�x
�Ï
� 

�r
�‹
�w

R
�Õ
�›
�ç
	ô
�a
�o
�4
�m
�è
�q

�M
�O
�G

�
�w
�Ÿ

N
�p
�b
�v
�Ð

�y


R
�L
�U
	Z
�”
�‡
�p
�4
�o
�”
�T
�r
�O

�T
�Ð
�G

�
�w
�Ü
�1
�—
�Ï
	ô
�a
�”
�—
�U

�¼
�^
�•
�o
�M
�”
�‘
�O
�s
�>
�U
�`
�‡
�b
�Ð

	ÿ
�K
�f
�|
�w
�¯
�À�y
�Ö
�f
�w
� 
�t
�¹
�X
�Ú
�´
�ý
�«
�ë
�Ó
�Å
�s
�`

� �­�o�½�ß�ï�É�ç� �­�o�½�ß�ï�É�ç� �­�o�½�ß�ï�É�ç

26Higashikawa  2014  September



�y


Œ
�Ô
�Ï
�¶
�Í
�©
�w
	ä
�W
�›
	!
�Z

�o
�M
�”
	–
�¶
�Í
�p
�Ï
	ì
�»
�²
�Z
�t

�ç
	O
	±
�s
�ž
�è
�ç
�ª
�Ó
�U
�I
�\
�ó

�h
�Ì
�w
�0
	r
�M
�O
�è
�›
�S
�é
�`
�`

�o
�V
�‡
�`
�h
�Ð
�…
	ï
�s
�r
�w
	ï
�‚


ú
�Ï
�Ë
�½
�t
�—
�^
�•
�h
	Ô
�ù
�s
�r

�p
�x
�t
�ž
�è
�ç
�ª
�Ó

S
� 
�U
�I
�V

�”
�Ì
�Ï
�Ë
�t
�T
�T
�˜
�”
	Ô
�ù
�U
�K

�”
�T
�’
�p
�b
�Ð

�y

�f
�‹
�f
�‹
�ž
�è
�ç
�ª
�Ó
�q
�x
�Ï

�.
�w
�¤
�t
�Ö
�ó
�o
�V
�h
�Ÿ

ú
�›

	

	†
�b
�”
�‡
�V
�U
�a
	Ò
�t
�I
�\
�”
�q

	Å
�p
�b
�Ð
�è
�t
�I
�\
�”
�ç
�ž
�è
�ç

�ª
�Ó

Q
�A
�š
��
�è
�Ï

“
�t
�I
�\
�”

�ç
�ž
�è
�ç
�ª
�Ó

Q

“
��
�è
�s
�r
�Ï

	±
	Ý
�U

C

\
�b
�”
�.
�w

æ
�•
�T
�’


´
�Ê
�U
�m
�X
	Ô
�ù
�Ï
�V
��
	±
�Ï
	ï


ú
�Ï
��
�s
�r
�j
�¼

ú
�í
�t
�‘
�ó
�o


´
�Ê
�U
�m
�X
�ž
�è
�ç
�ª
�Ó
�‹
�K
�“

�‡
�b
�Ð

�y

�ç
�ž
�Ä
�Ð
�Ó

Q

}

Ø
��
�è
�ç
�>

��
�§
�e
�œ
�f
�X
�è
�ç
�a
�œ
�‡
�`
�œ
�è

�s
�r
�Ï
�ž
�è
�ç
�ª
�Ó
�U
�^
�‡
�_
�‡

�s

´
�>
�t
��
�)
�`
�o
�M
�”
	Ô
�ù
�‹

�K
�“
�‡
�b
�Ð

�y

�z
�‚
�“
�w
�V
��
	±
�x
�Ï
�E

¯
�$

�s
�j
�¼

ú
�í
�w
�°
�m
�q
�`
�o
�³
�å

�§
�Ì
�V
��
�U
�•
�[
�’
�•
�‡
�b
�Ð
�f

�w
�ž
�è
�ç
�ª
�Ó
�q
�M
�O
�M
�x
�Ï
�Ì

�å
�J
�w
�L

ú
�›
	ï
�‚
�”
�Ì
�t
�«
�™

�U

ž
�A
�p
�b
�Ð

�y

�f
�w
�j
�¼

ú
�í
�q
�L

ú
�t
��
�‡

�•
�o
�M
�”

ú
�í
�U
�Å
�o
�M
�”
�h
�Š

�p
�b
�Ð
�æ
�ï
�°
�Ï

b
�8
�Æ
�³
�Ï
�±

�«
�å
�ï
�Ø
�Ï
�Þ
�Þ
�s
�r
�›
	ï
�‚
�o

�±
�w
�¤
�U
�T
�•
�X
�s
�ó
�h
�“
�Ï
	ö

�U
	�
�•
�h
�“
�b
�”
�M
�x
�Ï
�Ì
�å
�J

�w
�ž
�è
�ç
�ª
�Ó

ú
�í

S
� 
�U
�I
�V

�o
�M
�”
�\
�q
�U
�K
�“
�‡
�b
�Ð

�ž
�Æ
�Ñ
�ù
�å
�©
�³
�Ó
�x
�f
�w

	Ô
�p
�0
	r
�Ö
�x
�M
�p

´
�Ã
�•

�y

�ž
�è
�ç
�ª
�Ó
�U
�¾
�V
�I
�\
�b

�ç
�ž
�Æ
�Ñ
�ù
�å
�©
�³
�Ó
�è
�q
�z
�•

�³
��
�ý
�«
	±
	Ý
�U
	Z
�”
	Ô

�ù
�x
�Ï
�®
�b
�b
�”
�\

�q
�‹
�K
�”
�h
�Š

�Ó
�x
�0
	r
�U


ž
�A
�p
�b
�Ð

�F
	Ô
�x
�Ë

�½
�t
�—
�^

�•
�o



�•

	t
�t
�R
�Ã

�b
�”
�M
�U

:

��
�X
�M
�’
�ó

�`
�ô
�M
�‡
�b
�Ð
�‰

�a
	�
�¨
�w
�Ë
�½
�t

ó

:
�s
�—
�^
�•

�”
�q
�Ï
��
�Ö
����
�Ë
�w

�
�U
�ž
�Æ

�Ñ
�ù
�å
�©
�³
�Ó
�›
�I
�\
�b
�q
�M
�˜

�•
�o
�M
�‡
�b
�Ð
�ž
�è
�ç
�ª
�Ó
�U
�K

�”
�T
�r
�O
�T
�x
�B
�÷
�U
�*
�p

ü
�T

�”
	Ô
�ù
�U
�K
�“
�‡
�b
�w
�p
�Ï



�•

	t
�p
�]

ì
�Š
�X
�i
�^
�M
�Ð

�y

�ž
�Æ
�Ñ
�ù
�å
�©
�³
�Ó
�x
�Ï
�ž
�è

�ç
�ª
�Ó
�›
�¾
�V
�I
�\
�b
�Ÿ

ú
�Û
�ž

�è
�ç
�®
�ï
�Ü
�U
�.
�º
�t
�Ö
�ó
�o
�Ï

�x
�9
�t
�a
�œ
�‡
�`
�œ
�Ï
�e
�œ
�f
�X
�Ï

�B
�y
�ÿ
�<
�s
�r
�Ï
	O
�ž
�s
	Ý
�6
�w

�ž
�è
�ç
�ª
�Ó
	±
	Ý
�›
�Ô
�b
	±
	Ý
�p

�b
�Ð

�y

	±
	Ý
�U
	Z
�o
�T
�’
�˜
�c
�T
����

ü

��
�„
�r
�w
��
�t
�Ë
�t
��
�˜
�”
	Ý
�6

�t
�s
�”
�w
�p
�Ï
�p
�V
�”
�i
�Z

ã
�X

�q
	Ô
�p
�0
� 
�b
�”

ž
�A
�U
�K
�“
�‡

�b
�Ð

�y

�Ž

²
�ž
�Æ
�Ñ
�ù
�å
�©
�³
�Ó
�›
�I

�\
�`
�h
�\
�q
�U
�K
�”

�

�x
�Ï
�ç
�¤
�Ð
�Ö
�ï
�è

�q
�M
�O
�ž
�Æ

�Ñ
�ù
�å
�©

�³
�Ó
�Ï

�•
�4
	•

��
�›
	r

�M
�b
�”

�\
�q
�U

�K
�“
�‡
�b
�Ð

�Š

�
�U
	O

	±
�p
�–
�;
�p
�V

�s
�M
	Ô
�ù
�Ï
	*
�“
�w
�H
��
�•
�­
	ì

�»
�U
�–
�;
�b
�”
	�
	•
�Z
�›
�`
�o
�K

�[
�s
�Z
�•
�y
�s
�“
�‡
�d
�œ
�Ð
�y
�x

	�
�p
	O
	±
��
�g
�w
�p
�V
�”
�G
�V
�s


´
�Ã
�•
�b
�Y
�t

V

ù
�b
�”

ž
�A
�U

�K
�“
�‡
�b
�Ð

�y

�ž
�Æ
�Ñ
�ù
�å
�©
�³
�Ó
�w
�j
�¼

ú

�í
�x
�^
�‡
�_
�‡
�p
�b
�U
�Ï
�©
��

¼

�t
�‘
�”
�®
	�
�U
�7
�‹
��
�X
�Ï
�Í
�M

�p
�Ë
�½
�Ÿ
�Ï
	ï
�‚

ú
�q
��
�M
�o
�M

�‡
�b
�Û
��

R
����
�å
�°

\
�Ñ
�‡
	²
�Ð

�‚
�Ü
�Ð

�y

	ï
�‚

ú
�p
�x
�Ï
�.
�Ç
�8
�p
�x
�¹

�Ì��

����
�~
��
�Ë
�Ï
�2
�[��

����
�~
�

�Ë
�Ï

�Æ
�ý
�À
�¨��

����
�~
��
�Ë
�U
��
�X
�Ï

	–
�¶

\
�T
�’
�¥
	_
�8
�p
�x
�Ï
�L

ú

�¨
����
�~
��
�Ë
�Ï
�Õ
�ª
�¨
����
�~
�

�Ë
�Ï

	–

4
����
�~
��
�Ë
�q
��
�M
�o
�M
�‡
�b
�Ð

�å
�¸
�U
�!
�=
�b
�”
�t

P
�ó
�o
�j
�¼


ú
�í
�U
�!
�=
�`
�o
�M
�”
�w
�U

ü
�T

�“
�‡
�b
�Û
�‰
����
�å
�‰
�Ü
�Ð

�y

�\
�•
�x
�1

Q
�«
�˜
�q
�M
�O
�q
	Å

�p
�b
�Ð
�Î
�Ä
�x
�Ï
�K
�”
	�
�w
�ž
�è

�ç
�ª
�Ó
�j
�¼

ú
�í
�›

•
	�
�`
�h
	Ô

�ù
�Ï
�å
�›
	O
�v
�”
�]
�q
�t
	±
	Ý
�U

�I
�\
�’
�s
�X
�s
�”
	Ô
�ù
�U
�K
�”
�\

�q
�›
�Ô
�`
�o
�M
�‡
�b
�Ð

�Ê
�q



�•
	t

í
	t
�Õ�y

�y�y


’�y

�™�y

�õ

�ž
�è
�ç
�ª
�Ó
�w
�™
�Ž
�s
�)
�e
�q
�0
	r
�O

�H�����s


Ý
�­
�œ
�O
�Â
�š

�Û
�Ç
�H
�	
�©
�¶
�è
�2

�ž
�è
�ç
�ª
�Ó
�w
�™
�Ž
�s
�)
�e
�q
�0
	r
�O

�ž
�Æ
�Ñ
�ù
�å
�©
�³
�Ó
�q
�w

�
�Ù
�s
��
��

�ž
�Æ
�Ñ
�ù
�å
�©
�³
�Ó
�q
�w

�
�Ù
�s
��
��

�y

�ž
�è
�ç
�ª
�Ó
�x
	ï

ú
�ž
�è
�ç
�ª
�Ó
�Ï
�V
��
�ž
�è
�ç
�ª
�Ó
�s
�r
�q
�M
�O
	±
	Ý
�p
�‘
�X
�Ö
�t
�`
�‡
�b

�U
�Ï
�ç
�G
�`
�h
�\
�q
�s
�M
�è
�s
�r
�q
�0
�¹
�`
�o
�M
�”
�q
�Ï
�ž
�Æ
�Ñ
�ù
�å
�©
�³
�Ó
�q
�z
�•
�³
��
�ý
�«

	±
	Ý
�p
	O
�ž
�s
	Ý
�6
�t
��
�”
�\
�q
�U
�K
�“
�‡
�b
�Ð
�.
	—
�8
�T
�’
�¥
	_
�8
�t
�T
�Z
�o
�x
	ï
�‚

ú
�t
�0

�b
�”
�ž
�è
�ç
�ª
�Ó
�›
�Ë
�m
�S
� 
�^
�œ
�‹
��
�X
�Ï
� 
�­
�o
�t
�>
�›
�c
�ó
�o
�M
�”
�M
�‹
��
�M
�w
�p
�x
�s

�M
�p
�`
�ö
�O
�T
�Ð
��
�D
�x
�f
�œ
�s
�ž
�è
�ç
�ª
�Ó
�t
��
�b
�”
�S
�é
�p
�b
�Ð

27 Higashikawa  2014  September



�Š�½�w�¹�n�t�x�z �G�~� �ï�«�›�–�;� �̀o�M�‡�b�{
�‡�h�;� �́t�x�6
\�´ �¢�������Ë�£�›�–�;� �̀o�M�‡�b�{ � �ï�»�”�É�¿�Ä�p�‹	Ø�C�¬�L��  � ���I�U�U�Q�������U�P�X�O���I�J�H�B�T�I�J�L�B�X�B���I�P�L�L�B�J�E�P���K�Q��

�x

��̀���̂


��̀���̂

��̀���̂


��̀���̂
�)�§�“�é�Ë�€


��̀���̂

�Þ�q	Ô�x�-�H
ñ�±�·�ï�»�”�p�b

�œ�œ�œ�œ
�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ

�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ
�œ�œ�œ�œ

�œ�œ�œ�œ�œ�œ

�×��

�×��

�{�U�̀�T
�̃

!"#$%
"&

%
'(")"*+

,'(-
�Ø


C
�æ

���f
’�Ê
�þ	Ô

�y
�Ø

�$	B
���'�h
ï�¿

�]�'�h�R

S

�è�y
�U

�F
�M

����������������
�Ø

�¹�n���Ò
�Ü

�q�þ
ï�ù�'�h
N

o.731 S
eptem

ber 2014

!"#$%&'!$"����������

��

�²�� �D
ü �³
���Ô 


�����Ô �
�����Ô �
�����Ô 


�� �Ô 	
�����Ô 

�����Ô �
�����Ô 	
�����Ô �
�����Ô 

�����Ô �

�����������™����������
�����������™����������
�����������™����������
�����������™����������
�����������™����������
�����������™����������
�����������™����������

���D�w�æ�Ä

�¤���•�à���Ý�q �¢
²�����Ì
R�z �ö�����¥�~
³�·�ï�»�”�£

�H���s�Ê�̂ �q���«�q �¢
²���Ì
R�z �^	Ô�£�¹�����Ô�‡�p

�§���„	*�%���¥�-
¶	è	% �¢
²�����Ì�z �§���„�„�f�¿
	Ô�£

�����Ô �

�����Ô �

�����Ô �

�f
’�Ê�þ	Ô�~�-�H
ñ�±�·�ï�»�”
�~
³�·�ï�»�” �¢�¬�½���£
���=�¦�v��
���=�ª�ß�å�æ�”
�#���(�‚�8�·�ï�»�”
�Ê�q

�•	t
�f
’�Ê�þ�q
ñ�±� �^�q
�G
‡	«�w
Ê�ù�f	«�w	z
�“
ò��
�.�Ç�·�ï�»�”
�K�•�¬� �­�o�§�	�·�ï�»�”
�/�1�0�O
��\�\�–�“�œ�X�f
’

�����µ��������
�����µ��������
�����µ��������
�����µ��������
�����µ��������
�����µ��������
�����µ��������
�����µ��������
�����µ��������
�����µ��������
�����µ��������
�����µ��������

�œ�Ä
�œ�œ�œ�œ�œ�œ

�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ
�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ

�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ
�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ

�œ�œ�œ�œ�œ�œ
�œ�œ�œ�œ�œ�œ

�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ
�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ

�œ�œ�œ�œ
�œ�œ�œ�œ

�]�l�X �œ�­�è�y
�Õ�.�Ç�H



�¢�è�Œ	��Ž�Ž�x���� �• �����™�£
�ë�F�­�è
�Ý�Ã�Ÿ�§�ç�Û�á�”�́�ž�Ü
�
�@���§�D�Ç�H



�����• �����™�����• ����
�����• �����™

�����• �����™�����• ����
�����• �����™�����• ����
�����• �����™

�²���� �D
ü �³
���Ô 


�����Ô 	

�����Ô 

�����Ô 


�‹�Y�‹�Y�­�è
�Õ�.�Ç�H


�t
’�U�œ�U

�·�ï�»�”
ù�4�U


�ë�F�­�è
�a�l�X �“� �­�o
ì�Š
���@�Ç�H



�H
ñ�±�·�ï�»�”
�-�H
ñ�±�]�-�H�¦�‹�è�-

�¬� �­�o�§�	�·�ï�»�” �¢�.�Ç�·�ï�»�”�º�£

b���ø�z��
j�•�•


\�±�é�ï�\�\�“�œ
�f�Ê���¸�è���������ž

�Ó���Ô ��‡�p
�y/£�H�����s�ø
��w�Ê�f
’	Æ	!	Æ�^�H�^
¼�2
�y/£�ø
�� �ï�Ã�Ÿ�Ö�ï�Ã�ï�µ�2
�Ó���Ô ��™�����Ô 	
�y/£��
R�����å�S�z�‚�“�ô�s�¶�Í���=�È�Í	Í
’�§
æ�2
�y/£�ø
��Õ� �����������Š
“�^
¼�2
�Ó�����Ô ��™�����Ô �
�y/£�f�ž�´�ž�ø
����=���M�Ñ�¥�”�å�Ü�‰�5�G�æ�ø
��2
�y�¢�Þ�ï�Õ�ç�q	Ô�x�����Ô ��™�����Ô 
�‡�p�£
�Ó�����Ô ��™�����D���Ô 	
�y/£�t�l�†�œ�µ�G�–�h�j�w�¹
¢��������
�y/£�—�q�“�q�è�q�ø
��2
�y/£�F�s�ˆ�ø
��†�Ô�G�2 �¢�����D�����Ô 	�‡�p�£
�Þ���Ô 	�z ���Ô 
�z �����Ô 
�z �����Ô ��x�2�Ô	j
‹�w�h�Š�s��

�Ó�����Ô 
�‡�p
�y/£�H�����s���G
‡
Z�v�o�l�ƒ�œ�G�“�Ñ�¥�Ä�¯�ï�Â�µ�Ä�^
�y�y
¼�2�Ô

�§�å�¼
’�¸�«�å�Ò�œ�œ�œ�œ�œ
�H�Á�.
â�­�è�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ
�\�\�“�œ�×	6�è�œ�œ�œ�œ
�§�å�¼
’�¸�«�å�Ò�œ�œ�œ�œ�œ
�S�q�s�“�q�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ
�H�Á�.
â�­�è�œ�œ�œ�œ�œ�œ�œ
�T�e�w�\�X�’�•�¢� �r�‹�w�!�|	Ô�£

���=�ª�ß�å�æ�”
�f�Ê���¸�è��������

	¸�¯�j�Œ�œ�H �¢�+�"�{�U� �̀T�˜�£


b�Ê���¸�è�������y�x��������������

�  �ï �Ñ�¥�Ý�” �³ �ã�ï� �ï�Ñ�¥�Ý�”�³�ã�ï

�»
�� �!�|�.�g�­�è�¼
�����Ô 

�����Ô 

�»�!�|�w�¿	Ô�¼ �–	?�D�z �P�z
+�5�Ô�Ó�è�”�ç�”�Ü�‰�L�œ���������™����������
���™���Ô�z���Ô�z ���™�����Ô�z�����™�����Ô�z�����Ô�z�����Ô�z�����™�����Ô
�Ò���Ô ��x�ú�J�w	)�­�q	��0�E� � �̂œ�›�“�œ�p�¦�v�q
�Ò�����Ô ��•�™�‰�L �¢���™�
�@�0	Å�£ �œ�œ�œ�œ�œ�����•�����™�����•����

�q	Ô�x�.�Ç�·�ï�»�”�p�b

�Â�”�Ú �®� �̂l�o� �̂‘ �O�̄�¢�‡�œ�‡�”�j�Œ�œ�£ �œ�����������™����������
�Â�”�Ú �®�S�œ�U�X�p	ú�‹
��.�‹�Ë�¿ �Ð�”�t �¯�œ�����������™����������

�Þ� �ï�Ñ�ç�¤�ï�²�'�w
€	��'��


